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日程 発言順 氏名 会派

1 加藤和彦 自由民主党

2 平井みどり 市民フォーラム仙台

1 小野寺利裕 公明党仙台市議団

2 ふるくぼ和子 日本共産党仙台市議団

3 小山勇朗 社民党仙台市議団

1 佐々木心 自由民主党

2 沼沢しんや 市民フォーラム仙台

3 佐藤幸雄 公明党仙台市議団

4 ふなやま由美 日本共産党仙台市議団

5 ひぐちのりこ 社民党仙台市議団

6 伊藤ゆうた 民進党

7 柳橋邦彦 輝く仙台

8 わたなべ拓 自由民主党

1 加藤けんいち 市民フォーラム仙台

2 佐々木真由美 公明党仙台市議団

3 すげの直子 日本共産党仙台市議団

4 辻隆一 社民党仙台市議団

5 松本由男 自由民主党

6 村上かずひこ 市民フォーラム仙台

7 佐藤和子 公明党仙台市議団

1 やしろ美香 自由民主党

2 木村勝好 市民フォーラム仙台

3 鎌田城行 公明党仙台市議団

4 庄司俊充 自由民主党

5 髙橋次男 自由民主党

6 野田譲 自由民主党

7 西澤啓文 自由民主党

8 渡辺博 自由民主党
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1 加藤和彦

加藤和彦加藤和彦

加藤和彦

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

大規模なスポーツイベントについて

①三年後のラグビーワールドカップの釜石市での開催につき，キャンプ

地を本市に誘致するといった役割もある。その取り組みについて

②四年後の東京オリンピック・パラリンピックでどのような種目をター

ゲットに，どの施設を活用することを念頭に誘致活動を展開するつもり

なのか

③キャンプ場の誘致に当たっては，大規模施設の整備なども必要になっ

てくる。その対応

④こうしたスポーツイベントと連携した東北全体へのスポーツツーリズ

ムの核となる役割も本市が担うべき。所見

0 0 0 0

2

二期目の任期が残り一年を切った本定例会で，これまでの市政を総括し

ながら，奥山市長の決意について

①二期目残り十一カ月。指定都市仙台の，日本，東北の未来に向けた

ハード，ソフト両面にわたる市政各般への決意

②来年の市長選挙に向けて投票率の低さへの対応が求められる。選挙管

理委員会として，今後の啓発活動について，どのように対応されるつも

りか

0 0 0 0

3

子ども医療費助成制度について

①今年度における一連の経過の中で，県の補助制度の拡充方針が巧みに

ＰＲされた結果，世間的には，あたかも県が制度を広げたから，これに

市が追従して拡充することとしたかのように受けとめられ，県の成果の

ように捉えられていることが非常に残念

②市長が独自に子育て環境の充実に向けて努力をしていることのアピー

ルが不十分なのではないか。改めて今回の意思決定に至った背景やプロ

セスも含め，市民にしっかりと説明をすべきであると考える。所見

1 0 1 2

4

災害法制上の課題について

（指定都市が災害救助法上の救助の権限を有しないことにより，プレハ

ブ仮設住宅の建設がなかなか進まなかったり，ニーズに即した住宅設備

の提供が困難であったりする問題がいまだ改められずに残っている。現

在における国との協議状況と，今後の見通し）

0 0 0 0

5

今後起こり得る他都市の災害時に仙台の教訓を生かすことについて

①全国の自治体における災害対応力向上のため，仙台市として震災の教

訓をどのように発信していくべきか。所見

②風化防止の取り組み。旧荒浜小学校は，被災した建物の中で仙台市が

震災遺構として唯一保存を決したもの。今後，遺構としてどのように整

備する方針なのか，その概要。地元の方々の思いや意見は反映されてい

るのか

③中心部拠点施設について現在までの検討状況

0 0 1 1

6

今後の台風対策について

①本市では，昨年の九月，泉区を中心に大きな被害を受け，当局は，水

防計画の見直しや避難所運営マニュアルの風水害編を整備したとのこと

だが，今回の相次ぐ台風の襲来に対し，こうした計画の見直し等はどの

ように生かされたのか。また，今回特に被害が甚大であった北海道や岩

手県などに対し，本市としてどのような支援を行ってきたのか

②一時間で五十二ミリを想定している施設の整備をいかに迅速に実施し

ていくかが重要。特に中山間地域の被害については大きな懸念を抱く。

早急に整備を進めていくべき

0 0 1 1



7

第百十七号議案仙台市債権管理条例について

①収入未済額のうち非強制徴収債権はどれだけあるのか，債権の種類，

金額，割合を，現年度分，滞納繰越分の区分

②非強制徴収債権も含めた債権の一元管理も望まれる。どのような体制

でどのような取り組みを行い，収入未済額の縮減，効率的で効果的な徴

収，公正かつ公平な市民負担の確保を図っていくのか

1 0 0 1

8

訴えの提起に関する件について（泉第二中山土地区画整理組合に対し平

成十五年三月に四億円を貸し付けたものの，平成十六年三月の返済期限

までには返済されず，その後，平成二十六年三月までに約二億円が返済

されたが，現在でも二億円に近い額の元金が未返還となっている件）

①債権全額の回収について，当局の見通し

②当局は，この事業の早期完了に向けて，いつごろをめどに，どのよう

に対応していくつもりなのか

1 0 0 1

9

決算を踏まえた本市の財政状況と今後の見通しについて

①本市の復興計画のうち残り二二％，金額で一千八百十億円もの事業費

はまだこれから。実質的な負担は三十三億円としているが，今後ふえる

ことはないのか，また，今後，どのようにしてこの財源を確保していく

のか

②決算を踏まえた本市の財政状況と今後の見通しについての当局の認識

③本市にとって最大の財政負担となるのは，老朽化する公共施設の長寿

命化や建てかえ。およそ六百三十億円にも上る規模。市の財政運営に及

ぼす影響は甚大。財源の確保が大きな課題。当局としてどのように対応

されるのか

④財源の確保の近道の一つは，企業誘致による地域経済の活性化。仙台

の既存産業と新たなＩＴ産業を組み合わせ，新しいビジネスモデルをつ

くって，仙台から内外に発信すべき。ＩＴ産業を活用した新たなビジネ

スモデルの展開について

1 0 2 3

10

交流人口の拡大を目指すコンセプトについて

①仙台，東北の観光を海外に発信して，交流人口の増加による消費と雇

用を拡大し，元気なまちづくりへとつなげるため，今後どういったイン

バウンドに重点を置いて推進していくのか

②来年，世界防災フォーラムの仙台開催が決定したが，仙台市での定期

開催は大きな意義がある。その決定の経過と，今後，国際的なコンベン

ション誘致にどのようにつなげていこうとされているのか

1 0 1 2

11
音楽ホールについて（実際，現在どのような状況にあるのか）

0 0 0 0

12

市役所本庁舎の建てかえについて

①新年度の庁舎整備に関する検討状況と今後の取り組みについて

②泉区役所を初めとする区役所や総合支所も老朽化が進んでいる。その

対策が急がれる。いかがお考えか

0 0 0 0

13

交通事業について

①バス事業を持続可能にするためには，担い手となる人材の確保が必要

不可欠。交通局として，バスの運転手等人材の確保に向けてどのような

取り組みをしているのか

②平均乗車密度を向上させる目標に対してどのように取り組もうとして

いるのか。その前提となる認識と基本的な考え方

③今後，交通事業を取り巻く環境が大きく変化する中，本市のこれから

の交通体系のありようをいかがお考えなのか。とりわけ現在バスが担っ

ている交通サービスの将来について，どのような方向で検討しているの

か

0 0 0 0



14

ガス事業について

①さまざまな課題に直面している中，この決算をどのように認識してい

るのか

②ガスシステム改革について

（制度施行まで約半年というこの時期において，ガス局の対応状況はど

のようになっているのか）

（これまでのガス事業を支えてきた存在は引き続き重要であると考える

が，当局の認識）

③民営化について

（ヒアリングも含め，現在はどのような状況になっているのか）

（民営化公募手続の再開に関してどのように考えているのか）

0 0 0 0

15

平成二十九年が伊達政宗公の生誕四百五十年という記念すべき年に当た

ることについて

①記念事業の実施に当たっては，単発で行うものではなく，他の祭りや

イベントなどとの複合的な実施による相乗効果を狙う，あるいは政宗公

に関係性の深い周辺他都市とも連携することにより，政宗公の功績や魅

力をより幅広く効果的にアピールすることができる。当局の所見

②政宗公が築かれた仙台城跡を含む青葉山公園の整備についても，さら

に加速させていくことが必要

③青葉山公園（仮称）公園センターの整備に関して，現在の懇話会の議

論の状況と今後の整備予定について

0 0 1 1
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【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１，２，３②，４，７②，８②，９，10，13②③，14，15③⇒

課題を掲げ当局の認識・所見を尋ねることは，（本来の）質問の対象を（答弁という形で）確認しているに過ぎない。後

に続く一般質問のための準備ということであれば，事前に書面で質問し，文書で回答を貰えば済む。このような質問を時

間をかけて口頭で行う必要があるのかどうか。効率，議場にもたらす眠りの点からも再検討が必要

５②③，６①，７①，11，12①，13①⇒

事前に調査して質問する必要がある
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2 平井みどり

平井みどり平井みどり

平井みどり

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

避難所運営マニュアルについて

①多くの地域で補助避難所として市民センター，コミュニティ・セン

ターを位置づけている。その運営については整理するべき。危機管理

室，市民局，ひと・まち交流財団の関係強化を求める

②危機管理室は，平時からの地域での協議状況を把握し，丁寧に状況を

判断して，個別に現実的対応をすることも必要。これまでの経験を生か

し，見直しや改善をするべきではないか。

③現行のマニュアルは万全ではなく，そもそも地震と風水害とでは避難

所の体制が異なり，運営体制，避難所の指定も見直すべきものがある。

今回の状況を受けてどのように考えるのか。所見

2 0 2 4

2

（仮称）世界防災フォーラムを来年十一月二十五日から二十七日まで仙

台市青葉区の仙台国際センターで開くことになったことについて

①誘致に当たって，ここまで取り組んできたこと，この会議の誘致から

開催決定に至る経緯について

②国連防災会議の開催実績をどのように引き継いでいくのか，国連会議

で採択された三〇年までの世界の防災指針，仙台防災枠組に基づく防災

戦略をどのように構築していくのか。

③会派としては，国連防災世界会議でのシンポジウムなどの実績を生か

した市民参加型の啓発行事を積極的に企画し，産学官民一体で，震災の

風化を防ぎ，交流人口の拡大につながるような，世界防災フォーラムに

教訓伝承と防災啓発の取り組みを強化する機会として最大限生かすべき

だと提言する。当局の所見

0 0 1 1

3

奥山市長が八月二十一日，台南市を訪問したことについて

①市長と台南市長との会談の内容。台南市を訪問されてどのような感想

を持たれたのか

②仙台観光国際協会が台南市の旅行業者，台南市旅行商業同業公会と，

ことし一月二十七日に相互協力協定を結んだが，この協定のもと，今後

どのように活動していくのか。名ばかりの協定ではなく，実績が上がる

よう，格段の努力を求める

③仙台台北線の定期便の維持には，インバウンドも大切だがアウトバウ

ンドをいかにふやしていくかという視点が求められる。今こそ，かつて

バンコクについて福島，山形両市とプロモーションを行ったようなイベ

ント，仕掛けを仕掛けるべき。仙台，宮城，東北と台湾とのインバウン

ド，アウトバウンドでの相互交流の成功なくして，他の近隣諸国との交

流人口の拡大，並びに経済交流の拡大は望めない。東北連携推進室を中

心に，全庁挙げて取り組むべき。所見

1 0 1 2

4

震災復興について

①改めて決算年度を踏まえて，復興計画五年間の取り組みについての市

長の所見

②被災された方々が安心して暮らせるようになるには，八月現在でも，

住まいの再建支援が必要な二百三十世帯，日常生活支援が必要な七十七

世帯，どちらも必要という十六世帯の方々がいる。被災児童生徒の入学

者選抜手数料の減免など，本市で復興計画を終了しても，なお続く支援

もある。新たな地域に住まれた方々には，地域再建，新しいふるさとづ

くりが重要。復興特別税として所得税は平成四十九年まで徴収され，財

源がある。こうした支援等について，現行の国の補助制度の継続及び引

き続きの取り組みを求める。

1 0 2 3

5

津波防御施設のかなめであるかさ上げ道路について

①現在の工事の進捗状況

②今後の見通しと目標達成に向けた決意

0 0 0 0



6

文化観光局所管の仙台市の観光施策について

①仙台市も長期的な視点に立って観光を考える必要がある。当局の考え

②（倉敷市のような）地域固有の資源に価値を見出し，それを強みとし

て観光に活用するという視点が重要。仙台には伊達政宗公が築いた歴史

文化というかけがえのない財産があるが，十分に生かし切れていない。

仙台の魅力は何かという点で，観光施策においても明確ではないのでは

ないか。今後整備される青葉山公園のセンター施設は，ここが片倉小十

郎公の屋敷跡を含むエリアであることを踏まえ，この地区の歴史や文化

にふさわしいデザインにすべき

③仙台市は昨年度，仙台市観光客動態調査を実施したが，調査結果を分

析し，観光施策につなげていくことが大切。現況どのようになっている

のか

1 2 2 5

7

子ども医療費助成について

（宮城県知事の決断と報道されているが，負担の多くは仙台市の努力と

負担によるもの。仙台市の取り組みであることを市民の皆さんに御理解

をいただくことと，県に対してもさらなる相応の負担を求めていくべ

き）

0 0 1 1

8

仙台市債権管理条例について

①もはや回収ができない債権がいつまでも会計上管理が必要な収入未済

額として残っていくことは適当ではない。その一方で，多くの市民は市

税や使用料，負担金などをきちんと納期までに納めている。市の債権

は，市の財産でもある。堅実に支払いをしている市民との公平性，負

担，財政的な面から見れば，債権を安易に放棄すべきではないという市

民もいる。この点について財政局ではどのように考えているのか

②市の債権確保においてもさまざまな対策，仕組みが考えられると思う

が，市当局の所見

0 0 0 0

9

仙台市消防航空隊庁舎及び格納庫等移転改築工事に関連して，消防ヘリ

コプターについて

①仙台市の消防ヘリコプターの活動拠点を仙台空港に隣接する岩沼市の

中坪地区に仙台市と宮城県が共同で整備をすることになったが，宮城県

との役割分担はどのようになっているのか，新施設ではどのような運航

体制になるのか，県の防災ヘリとのかかわりに何か変更があるのか

②仙台空港民営化に伴い民間の旅客機の離着陸回数が多くなる。消防ヘ

リコプターの緊急時における出動に影響がないものか

0 0 0 0

10

本市仙台市泉第二中山土地区画整理組合に対して貸付金の返還を求めて

提訴することについて

①今後，市当局は，区画整理事業を行う組合に対しどのような支援を

行っていくのか

②右肩上がりでもなく，コンパクトなまちづくりに取り組んでいかなけ

ればならない状況で，仙台市の目指す都市像に向け，土地区画整理事業

を初めとした都市開発の今後の方向性，また，それに対しどのように取

り組んでいこうと考えているのか

1 0 1 2

11

十月十日に市制に移行する新富谷市に対する奥山市長の所感，また，新

富谷市を初め近隣の自治体との間で，本市が主体性を持ちながら，今後

どのように連携していかれるのかについて

0 0 0 0

12

市長自身，来年の予算編成に当たり，市長ならではという思いを反映さ

せたのか

0 0 0 0

6
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1010

10 18

1818

18

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】



１⇒

調査に基づき避難所運営マニュアルの問題点を指摘した質問

２③，３③，７，８，10②⇒

提言に具体性が乏しい

５①，９①⇒

事前に調べて質問する必要がある
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1

11

1 小野寺利裕

小野寺利裕小野寺利裕

小野寺利裕

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

2

明年の十月一日から子ども医療費の助成制度を拡充する方針について

①決断に至った市長の思い

②子ども医療費助成制度の次の課題は、所得制限を今後どうするかであ

る。本市として次の子育てしやすい環境整備の取り組みの一つは子ども

医療費助成の所得制限の撤廃ではないか。県に対しても所得制限の緩和

を求めることは当然としても、本市として、次の施策として、所得制限

の撤廃を明年十月以降検討すべきではないか

1 0 1 2

1 1 2 4

1

震災復興関連並びに防災の取り組み等について

①ソフトの復興事業である被災者生活再建事業について。今後、市内で

被災した世帯の仮設住宅の供与は順次終了していくが、市外で被災した

世帯の供与は続くことから、引き続き被災者生活再建加速プログラムに

より丁寧な支援が求められる。今後の具体的な取り組み

②心のケア事業について。震災当時、未就学であった児童も含め、子ど

ものこころの相談室の相談件数は増加傾向にある。子供の将来に不安を

抱えていたり、精神的なストレスを抱える保護者からの相談もあるよう

である。今後の継続的なケアが必要であり，スクールカウンセラーの資

質向上や研修のさらなる充実を図る必要がある。心のケア事業のさらな

る拡充が求める。当局の所見

③直下型地震対策について。本市も、青葉城を擁する同じ城下町とし

て、これまでも石垣の修復等の経験がある。熊本城の修復について何ら

かの支援は考えられないのか。市長の所見。本市として、長町─利府断

層が動いたときを想定しての対策をどのように行ってきたのか。熊本地

震を受けて、本市の今後の地震対策に生かしていく必要がある。日ごろ

からの備えについての周知啓発なども含め、今後どのような対策を行っ

ていくのか。当局の所見。今後の各地域で行う避難訓練にも直下型地震

を想定した訓練が必須であると思うが、いかがか

④水防計画について。仙台市水防計画は地域においてこれまでどのよう

に活用されてきたのか。宮城野区の新田東地区では、大雨が降るたびに

冠水する地域があるが，このような地域のために、市所有の土地や宮城

野区の新田東にある新田東総合運動場等の市の施設を車の一時避難所と

して市民に開放することも必要。河川の増水対策（河川に流入する土砂

や流木の対策はどのように考えているのか）

⑤仙台経済成長デザインについて。平成二十五年度から平成二十九年度

にかけての仙台経済の新たな成長に向けての戦略デザインの四つの数値

目標は，明年、達成する見込みはあるのか。これまでの取り組みについ

てどのように総括されているのか，それぞれの課題があれば示されたい

⑥明年十一月に開催が決定した世界防災フォーラムについて。今回の世

界防災フォーラムの決定に当たっての市長の所感。また、これまでの経

緯と今後の取り組みについて。世界防災フォーラムにおいて、限られた

専門家だけの会議ではなく、企業やＮＰＯ、そして被災地住民からの多

くの参加を呼びかけるなど、市民参加型を期待する。所見。本市にとっ

てコンベンション都市仙台としての競争力強化に向けた取り組みが重

要。今後も引き続き外国人のおもてなしの市民の裾野拡大やレベルアッ

プを図る必要がある。また、国際会議などの際に市民が参加交流できる

機会づくりを促進する等、参加意欲の喚起やおもてなしの機運を高める

取り組みを進める必要。今後の具体的な取り組みについて

⑦仙台市の土地などを冠水被害の車の避難場所とするのは厳しいという

ことであるが，なぜ厳しいのかその理由（追加）



3

平成二十七年度仙台市自動車運送事業会計決算認定に関する件について

①平成二十八年度決算はさらに収支の悪化が予想されるが、見通しをど

のように考えているのか

②これまでの取り組みに対してどのように総括されているのか

③計画の基本的な枠組みと事業の経営改善に向けた具体的な取り組み

0 0 0 0

4

平成二十七年度高速鉄道事業会計決算認定に関する件について

①決算の総括と今後の取り組み

②東西線の利用者促進策について（本市としてこの利用数について現時

点ではどのように評価しているのか）（八木山から仙台駅の西側が比較

的好調なのに対し、仙台駅から荒井駅までの東側は、西側の七五％と苦

戦しているようであるが、この原因をどのように分析しているのか）

（東西線のさらなる利用促進のために今後具体的にどのように取り組ま

れていくのか。東西線利用促進につながる事業の一つとしての東西線ま

ちづくり事業助成金制度の事業概要と今後の取り組み。神戸市等のよう

な家族で地下鉄を利用してみたくなるような取り組みを、本市において

も検討してみてはいかがか）（東西線沿線で開催のイベント等が乗客に

わかるように、チラシ等で車内広報する工夫も必要）

0 0 0 0

5

仙台市水道事業会計利益処分及び決算認定に関する件について

①仙台市水道事業中期経営計画の初年度に当たる平成二十七年度の水道

事業決算は、純損益が三十億円余の黒字になっている。黒字の要因と今

後の見通し

②水道施設の老朽化対策として、適切な維持管理や計画的な更新を図る

ためのアセットマネジメントについて、決算年度はどのような取り組み

を行ったのか。中期計画最終年度の平成三十一年度までの取り組みにつ

いて

③これまでの老朽管の更新、耐震化推進の現状認識並びに整備状況

④国からの支援も視野に入れ、本市として今後どのように水道管の更新

を図っていくのか

⑤国に対して水道水の安全性に必要な予算確保を求めるべき。所見

0 0 0 0

6

都市公園内への保育所の設置について

（国家戦略特区の利用も含め、本市として今後どのような待機児童解消

に向けた取り組みを行っていくのか）

1 0 0 1

3

33

3 1

11

1 3

33

3 7

77

7

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

３，４，５，６⇒

課題をあげて当局の方針，所見を尋ねるだけの質問の意義を再検討する必要がある。課題に潜む問題点の指摘と具体的対

策の提示が不可欠
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第３日目（2016.09.14）

2

22

2 ふるくぼ和子

ふるくぼ和子ふるくぼ和子

ふるくぼ和子

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

子ども医療費助成制について

①対象年齢をさらに引き上げることはもちろん、所得制限もなくすよ

う、引き続き県に求めるべき

②一部負担金制と所得制限を撤廃し、中学三年生までの全ての子供が無

料となる制度とすべき

③実施時期は来年四月からとするよう求める

④全国の自治体で実施している制度をさらに充実させるためにも、国に

おいての助成制度創設とあわせ、ペナルティーは直ちに廃止するよう強

く求めるべき

2 1 2 5

2

被災した市民にとって仙台市の復興がどのようなものであったのかとい

う分析と評価について

①震災以来、仙台市の財政は黒字を続け、基金の額もふやしてきてい

る。被災者や市民には我慢を強いて、市の財政だけが潤うのは問題。市

長は、復興計画期間中の決算の姿について、どう分析し、評価している

のか

②市長は、五年間の復興事業で本当に市民の暮らしが復興したという考

えなのか

③復興計画期間が終わったからと支援を打ち切り、終わりにする必要も

全くない。継続する事業以外にも、必要な支援策を新たにつくって、市

民の生活再建を応援する市政へと転換することを求める

④市長は、復興公営住宅の増設をする気は全くないのか。やらない決断

ばかりを表明せずに、市民に寄り添う気があるのならば、やる決断こそ

すべき

⑤市の判断で復興公営住宅に市営住宅の基準を当てはめないようにすべ

き。生活実態に合わせて家賃基準を引き下げたり、現在の家賃の引き上

げや追い出しはしないことが必要

⑥民間賃貸の方には家賃補助を行うなどして、再建後の生活を安心でき

るようにすべき

⑦復興公営住宅と集団移転地にある集会所に支援員を配置することを求

める

⑧この五年間で足りなかったことは何なのか。被災者の生活再建のため

にこれから必要なこととして、どんなことがあるのか。市長の口できち

んと述べていただきたい（追加）

⑨財源もある。実際に被災後動けないでいる市民の方がまだ残されてい

る。市長は自身の口で最後のお一人までというふうにおっしゃるわけで

あるから、口先だけでなくて、残っている人を見ないでどうするのかと

いうことを市長に伺っている。支援策を考えてやるということが今市長

としておっしゃっているのであれば、やる必要があるのではないか（追

加）

2 1 2 5



3

被災者医療・介護の一部負担金免除制度を打ち切りについて

①市長に相談すればどうにかなるのか。免除制度が廃止されて、病院に

もかかれないと訴える被災者の相談に、市長は一体どんな回答をするの

か。現状では、生活保護を受給するか、国保法第四十四条の適用で窓口

負担を免除するかのどちらか。いずれも要件が厳しい。どうすればいい

お考えなのか，被災者医療・介護の免除制度を再開させることを強く求

める

②後期高齢者医療についても同様。宮城県後期高齢者医療広域連合の基

金を活用し，東日本大震災に対する医療費の一部負担金免除を再開する

という立場に立って、自治体に働きかけをすべき

③被災者医療、介護の一部負担金免除制度について，石巻や気仙沼市な

ど県内九自治体、これらではやるという決断をして実施している。自治

体の長が被災者の状況を見て判断するということが本当に強く求められ

ている。首長としての奥山市長が行った決算年度のこの打ち切りが、本

当に正しい判断だったとお考えか（追加）

④被災者のために必要だということで頑張った自治体が道筋をつけたわ

けだから、そのほかの自治体と一緒に頑張るということが求められてい

る。市長の政治決断に関する話。市長にきちっと答えをいただきたい

（追加）

1 0 2 3

4

バス路線再編について

（東西線建設には、決算年度までに二千二百九十八億円が使われた。こ

れだけの巨額をつぎ込んだのに、市民の移動が不便になるというおかし

なことが起きている。市は、一年たったら見直しに取りかかると言って

いるが、どんな見直しを市民が希望しているのかを地域ごとに聞き取る

努力こそ全力で行うべき。要望を聞く会を開催することを求める）

1 0 1 2

5

国保料の負担について

（今議会に提案されている国保会計決算では二十七億円も黒字。二〇一

四年度決算では約三十四億円の黒字であるから、連続する黒字決算とい

う驚くべき国保運営が続いている。本来やるべきことは、市民に対して

保険料を取り過ぎたので返すという措置。毎年、国保会計は黒字を続け

る一方で、市民には高過ぎる保険料を賦課し続けるという間違った運営

を直ちに改めるべき）

1 0 1 2

6

教育費について

①決算年度の教育費の歳出に占める割合はたったの七・二％。奥山市政

になった二〇〇九年以降、一〇％を下回ったまま。このことで教育環境

整備の立ちおくれはさらに深刻になっている。市長には、子供たちの学

校が安全で安心していられる場所とするための財源を保障する責務があ

る。給食室の改善を初めエアコン整備やトイレ改修、少人数学級の実施

や特別支援教育の充実、奨学金制度の創設などを，待ったなしの課題と

して直ちに改善に着手すべき

②教育長は、子供の教育環境整備のために市長に対してもっと要求すべ

きではないか

1 0 2 3



7

学校施設の目的外使用について

①ことし五月中旬、宮城県母親大会実行委員会が、来年度の県大会を仙

台市で開催したいと、これまで小学校をお借りしてきた同様の手続で教

育局に要請したところ、貸せないと断られた。社会教育への配慮を求め

る学校教育法に照らせば、母親大会に学校施設を貸し出すことはできる

のではないか

②教育長が、市民の前ではっきりと母親大会が社会教育の活動ですと認

める発言をされた。貸せない理由はない。真っすぐにその点はお答えを

いただきたい（追加）

③学校教育法の趣旨に沿っても（貸さないという判断が）間違っている

（追加）

1 0 2 3

8

仙台市債権管理条例について

（条例を決めて、それに基づく規則や方針を決めるのが普通。市は債権

管理基本方針を先に決めた。その方針案に対して議会では、取り立て強

化につながるのではないか、市民の生活状況の把握を第一に行うべきと

いう議論が行われてきた。これらの議論をどこにどう生かしたのか）

0 0 1 1

9

仙台市都市公園条例の一部を改正する条例について

（仙台市の保育所のうち二カ所を廃止するという提案。（都市公園内に

保育所を設置できるようにする条例改正と）相反するこうした提案を市

民はどう見るのか。保育所廃止計画はやめて、認可保育所の増設で総量

をふやす方針を明確にすべき）

0 0 1 1

10

広域防災拠点の整備について

①市の地域防災計画との関係について（県が計画している地域は、宮城

野原ＪＲ貨物跡地十七・五ヘクタール。宮城野原総合運動場も計画地に

加えている。宮城野原総合運動場は、仙台市が広域避難場所としておよ

そ三万七千人の収容が可能として指定をしている。避難してくる方との

交通障害も考えられる。広域防災拠点が設置されることによる広域避難

場所の役割と周辺住民への影響についていかがお考えか。こうしたこと

に対する相談や打ち合わせが宮城県からあったのか

②そもそもこの場所が安全なのか（計画地のすぐ脇に長町─利府活断層

が走っている。仙台市では、災害時のこの地区についての被害とリスク

をどのように想定しているのか）

③ＪＲ貨物の移転に伴う移転先の住民の住環境についての問題（計画で

は、宮城野原のＪＲ貨物の用地を宮城県が広域防災拠点とするため買い

取ることで、貨物ターミナル駅が岩切に移転される予定。当該地域から

は交通渋滞や騒音に対する懸念の声が上がっている。仙台市には住民の

生活環境を守る責務がある。この責務をどう果たされるつもりなのか）

2 0 2 4

11

国と自治体のあるべき姿について

（国民の暮らし切り捨ての安倍自公政権の暴走政治に対して、防波堤と

なって闘う自治体が市民から求められている。市長は立場をはっきりと

示すべき）

0 0 0 0
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１，２，３，１０⇒

調査に基づき具体的提案を伴った質問
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第３日目（2016.09.14）第３日目（2016.09.14）

第３日目（2016.09.14）
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33

3 小山勇朗

小山勇朗小山勇朗

小山勇朗

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

台風に関連して

①今後の中で全市的な調査をし、高齢者施設が土砂災害や河川の氾濫な

どによる危険な場所になっていないか、災害が起きたときに避難場所が

あるのかなど具体的な指導をすべき

②避難所開設については、職員の翌日の勤務なども考え、全市的に必要

なのかなど十分検討した上で地域的な判断をした中で開設するべき。今

後の中で基準そのものを見直しする必要もあるのではないか

1 0 2 3

2

東日本大震災の生活再建について

①市内被災世帯の七十二世帯は賃貸住宅。市外被災世帯を見ても五百七

十一世帯になっている。これら世帯が供与終了時点までに解消できるの

か。それまでの間、具体的にどのような個別支援を取り組む考えなのか

②復興公営住宅入居者の高齢化問題、ひとり暮らしの問題がある。仙台

市として、孤独死や孤立防止、コミュニティーづくり、高齢者対策とし

て取り組んできた訪問、見守り活動を来年からやめるようなことはない

のか

③津波避難施設十三カ所としている避難タワーなどの建設は，何年度ま

でに全てが完成する見込みなのか

④海岸公園のスポーツ施設の復旧について、各施設の数及び何年度まで

にどの程度そろうことになるのか

⑤仙台経済発展プロジェクト事業の現在までの取り組み状況と今後の進

め方について

1 0 2 3

3

仙台市一般会計・特別会計歳入歳出決算認定に関する件について

①問題なのは、前年度よりも減少しているものの、依然として五十七億

円余の収入未済額がある。長期的になれば不納欠損額につながるものと

してさらなる対策が重要

②翌年度への繰越額と不用額について（三百億円を超える不用額が出る

のは予算額を大きく見積もり過ぎたからであり、本来ならほかの事業に

回せる予算になるわけで，丁寧な見積もりが重要。繰越額が多いという

ことは、当初予算を計上する段階での事業量、工事契約量を、現状の職

員でこなせるか問われている。不用額に対する考えと翌年度繰越額につ

いて基本的な考え方を、地域の通常的要望課題との兼ね合いも含めて伺

う）

1 0 1 2

4

教育費に関連し、いじめ対策推進について

①いじめ・不登校対策の充実として、教職員一人一人が、いじめはどの

学校でも、どの子供にも起こり得るものとの認識のもと、子供たちと向

き合う時間を確保し、どんなささいな兆候であっても見逃すことなく、

また、軽微と思われる事案も安易に判断せず、学校全体で情報を共有

し、組織として早期発見、早期対応として確実に取り組むべき

②子供たちのいじめがなくなるために、小中学校の教職員に対する再指

導、さらには、問題の要因や背景について十分理解するための研修、命

のとうとさを含め子供とのかかわり方、保護者との意見交換の場づくり

などについて再度取り組みを強めるべき

1 0 1 2



5

無届け有料老人ホームについて

①仙台市も、厚生労働省からの要請に基づき調査した結果、市内には無

届け施設で有料老人ホームに該当する可能性がある施設は二十四施設と

なっている。当局として、こういった施設の存在する要因、背景をどの

ように捉えているのか

②残る二十二施設については訪問調査中とのことだが、何か事件や事故

が起きてからでは遅い。届け出は法律で義務づけされているのであり、

訪問調査を強め、入居者が劣悪な環境のまま放置されたり、貧困ビジネ

スなど不正の温床になっていると判断された場合は、市として、一旦保

護をするか、ほかの施設で受け入れてもらう体制も必要。総合的な施策

が必要

1 0 1 2

6

公営企業会計決算について

（地方公営企業会計の改正前の旧計算による流動負債額や改正後の流動

負債を含めた会計決算の内容を、対峙したような形で、具体的な数字を

挙げながら説明する内容を何らかの形で明示することが望ましい）

1 0 1 2

7

特異な病院事業会計に関連して消費税の問題について

（新病院建設となった市立病院にとっては、損税となっている消費税の

負担が年々大変重くなっている。本年度から病院建設費の支払いもピー

クになり、平成三十一年まで毎年十五億円、平成三十二年以降も毎年十

一億円程度の支払いが続いていく。市民の生命を第一義とする市立病院

に何らかの対策を講じるべき）

1 0 1 2

8

平成二十七年度自動車運送事業会計について

①九年連続の赤字経営により、当年度末未処理欠損金は四十八億二千七

十二万円。乗客数及び乗車料収入で、定期外の乗客数が前年度と比べ年

間三百万人が減少、乗車料で四億二千六百万円の減少になっている。こ

の現状について、交通局として路線の見直し後とその前との比較で何が

大きな要因となって乗客が大きく減少していると判断されているのか伺

う

②現状のままでは乗客の減少に歯どめがかからない。軌道系交通として

地下鉄東西線が完成した現在、仙台市全地域の路線数、便数、経路、乗

務員数、バスの台数を考え、利用者や有識者、バス関係者、行政を委員

とする交通政策基本法及び計画を前提とした検討会議のようなものを設

置して、市民の足としてバスのあるべき姿を見出すため、軌道系交通を

補うバスでの循環道路的な路線、あるいは、地下鉄東西線とバスの結節

が不便だという声の解消にどう応えていくのか問われている

1 0 1 2

9

高速鉄道事業会計決算について

（平成二十七年十二月に開業した地下鉄東西線は、一日五万人程度と伸

びていないのが現状。駅でのさまざまなイベントの開催、郊外における

バスとの結節をより便利にするための循環バスなどを含めた研究、検討

が必要ではないか）

1 0 1 2

10

子ども医療費助成制度について

①今回、中学三年生まで拡充した場合、追加で減額される国庫負担金及

び国庫調整交付金の減額はどの程度になると捉えているのか

②所得制限について、扶養親族ゼロで五百三十二万円、扶養親族一人ふ

えるごとに三十八万円増加している現行制度を変更しないとしている

が，今回を機に見直しすることも決断すべきでないか

1 0 1 2



11

仙台市児童福祉施設条例の一部を改正する条例（将監西保育所及び八乙

女保育所について、老朽化を理由として廃止し、民営化する）について

①現段階においては待機児童の解消を優先すべき。当局は、超過入所し

ている施設について、保育士の基準に合った配置になっているのか，保

育士の休暇取得や休憩、時間外手当がきちっと支払われているのかなど

調査してきているのか

②国の定義を外せば七百五十五人が待機児童となる。このような現状か

らすれば、老朽化を理由に公立保育所を廃止するのではなく、公営とし

て運営を継続し、不足する分を私立保育所や小規模保育園などに委ねる

ということが待機児童を一日も早く解消する施策につながる

1 0 1 2

12

訴えの提起に関する件について

①事業開始から十九年が経過した平成二十五年度でようやく保留地処分

が終了していると聞いているが、にもかかわらず（仙台市泉第二中山土

地区画整理組合が）貸付金を仙台市に返還できないという理由はどこに

あるのか

②仙台市が貸し付けた事業資金貸付金四億円の半分は国の財源。国への

償還はどうなっているのか

③担保は返還額請求額に十分見合うと判断されているのか

1 0 0 1

13

仙台市空き家対策について

①その他の空き家が、過去十年間、一貫して増加している。これは、高

齢化率が進んでいる地域が多いのと転勤者が多いためではないかと思う

が、当局としてどのような認識をされているのか

②土地や建物を売却した際の譲渡所得から三千万円を特別控除する譲渡

促進策を最大限活用して戸建て空き家対策を進める必要がある。そのた

めには、対象が、一九八一年以前の旧耐震基準で建てられた住宅で、平

成三十一年十二月までの制度であることを広報をすると同時に、申請状

況を見ながら国に対し制度の延長と改善要望を求めるべき

③仙台市としても、今回、空家等対策計画の策定に向けた検討部会を立

ち上げ、平成二十九年三月までに決定することになっているが、ぜひ実

態を直視するとともに、解体費用助成制度も含めて、防災、防犯、そし

て景観に配慮した上で、市民に丁寧な対応で空き家対策が進むよう期待

する

1 0 1 2
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２③④，５①，８①，１０①，１２①②③，１３①⇒

事前に（原因等を）調べて質問する必要がある

４②，８②，９⇒

提案（改善案）が抽象的。大きな議題については，会派をあげて時間をかけて調査・研究し，その成果に基づき質問する

必要がある。
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第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）

1

11

1 佐々木心

佐々木心佐々木心

佐々木心

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

駅ホームの改善について

①転落防止の安全対策の切り札の最たるものは，ホームドアの設

置と考えられる。当局の認識

②本市におけるバリアフリー整備の一環から，事業者であるＪＲ

東日本に働きかけている取り組みについて，どのように対応して

いくか

③仙台駅を初めとした多数の駅にホームドアの整備を進めていく

ために，改めて誰がその費用負担をしていくかという議論と，社

会的な合意がなされるべき

1 0 1 2

2

有害鳥獣被害対策について

①猿被害の捕獲対策について

（本市は早い改善策が必要な現状を含め，実りの秋が過ぎた冬以

降に一斉捕獲ができるためにどのような取り組みをしているの

か）

②ツキノワグマ被害について

（出没の可能性の高いエリアへの広報や啓発はどのようにしてい

るのか）

（熊対策は未然に防ぐことが急務であり，緊急捕獲を行う際は，

管理をしている県との調整はどのようになっているのか）

③イノシシ被害について

（電気柵やワイヤーメッシュ柵の未設置地域での被害が集中され

ることが懸念される。未設置地域についての今後の対応と整備計

画について，どのように計画しているのか。今後の捕獲について

どのような対策を行うか）

1 0 1 2

3

国際姉妹都市等について

①台南市訪問を踏まえ，今後の交流や観光のインバウンド政策，

アウトバウンド政策について，担当局はどのように考えているの

か

②来年度締結の節目を迎える都市（フランス共和国のレンヌ市，

アメリカ合衆国のダラス市，大韓民国の光州広域市）について，

周年事業としてどのような交流や計画を考えているのか

③姉妹都市締結十五周年を記念して，奥山市長みずからが光州広

域市を訪問することの検討をお願いしたい

1 0 1 2

4

二〇二〇年東京オリンピックに向けてのスポーツ交流の拡大につ

いて

①秋に仙台市テコンドー協会が主催で開催している大会に，学生

を対象とした選手を招待してみてはいかがか

②光州広域市からの選手団への支援を検討していただくことをお

願いしたい

1 0 1 2
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１②③⇒当局に何を求めているのか，やや不明

２①②③⇒仙台市が何をしているのか事前に調べて質問する必要がある

３⇒姉妹都市との交流が市民にとってどんな意味を持っているのかを明らかにする必要がある
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第４日目（2016.09.15）第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）

2

22

2 沼沢しんや

沼沢しんや沼沢しんや

沼沢しんや

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

都市整備局が窓口となって進めてきている，せんだいリノベー

ションまちづくりについて

①リノベーションについてのこれまでの取り組みとせんだいリノ

ベーションまちづくり計画に対する市長の評価

②民間主導行政参加型でつくられた，本計画の位置づけに対する

当局の認識

③民間主導，公民連携で取り組むまちづくりの鍵は，いかに民間

事業者に，自由な発想を実現できるストレスフリーな環境を準備

できるかにある。行政側の縦割りの弊害は，最も大きなストレス

の一つ。大きな事業が同時多発的に起こされることも想定され

る。全庁的な連携が必要。庁内連携の必要性についての所見

④本市のシンボルストリートである定禅寺通や青葉通でこそ，特

区を活用した取り組みを進めるべき。パブリックマインドを持っ

た民間による取り組みを生かし，特区認定も視野に入れながら，

さらなる定禅寺通の活用を促進していくべき

1 1 2 4

2

本市における無料Ｗｉ─Ｆｉ環境の整備について

①本市では，これまで東北観光復興対策交付金などを利活用し

て，ＳＥＮＤＡＩ　ｆｒｅｅ　Ｗｉ─Ｆｉの整備を進めてきてい

る。現在整備済みの拠点数とアクセスポイント数，今年度整備見

込み数とあわせて示されたい

②利用者の立場に立ったとき，利用可能なアクセスポイントのわ

かるマップや簡単に見つかるサイトなどを作成し，周知を図るべ

き

③本市には，十二カ所の一時滞在場所が定められていて，そのど

の場所もふだんから人通りのある場所。民間施設が多く定められ

ているが，無料Ｗｉ─Ｆｉ環境が整備されているかを確認し，も

しなされていないのであれば，ＳＥＮＤＡＩ　ｆｒｅｅ　Ｗｉ─

Ｆｉとしての整備を官民連携で図り，ふだんは観光や市民利用用

として，災害時には防災用として利活用すべき。本市の所有する

エリアに関しては，例えば停電時にも稼働できる，ソーラーパネ

ル併設型の防災Ｗｉ─Ｆｉステーションなどを整備していくべき

④本市の全避難所には，防災対応型太陽光発電システムが備えら

れている。ここにＷｉ─Ｆｉ環境だけ整備すれば，大規模停電時

にも使えるものとなる。防災環境都市・仙台としてふさわしい避

難所となるはず

⑤場当たり的に整備していくのではなくて，優先順位を決め，ど

れだけの期間にどの程度整備していくのかを定めたＳＥＮＤＡＩ

ｆｒｅｅ　Ｗｉ─Ｆｉ整備計画を策定し，戦略的に実行していく

べき

2 0 2 4



3

家屋倒壊等氾濫想定区域について

①国が示した本市における家屋倒壊等氾濫想定区域には何町内会

あり，どれくらいの世帯数があるという認識なのか

②ことし改定された本市のハザードマップには，国による家屋倒

壊等氾濫想定区域が反映されていない。せっかく改定したばかり

ではあるが，早速の見直しが必要。所見

③この家屋倒壊等氾濫想定区域では，避難勧告などに従って安全

な場所に確実に立ち退く必要があるとされている。公的な役割と

して当該区域に対する周知と啓発をしっかりと行い，当該地区の

方々にどのようにして避難するかについて検討しておいてもらわ

なければならない。これまでこの家屋倒壊等氾濫想定区域及び大

雨避難の注意事項等についての説明会を，中田市民センター及び

太白区中央市民センターにおいて二回開催されているが，これで

は余りに範囲が広く，啓発にはつながっていない。該当する町内

会単位での説明会を開催し，啓発を図っていくべき

④県が出す洪水浸水想定区域が一年とか二年とかかかるようであ

れば，今の時点では国が出している区域に対応して，一旦仙台市

としてハザードマップを変えていくべき（追加）

1 0 2 3

4

旧笊川下流域の氾濫対策について

①排水ポンプをつける計画はあったのではないか。当局の認識

②笊川樋門への排水ポンプ整備に向け，国，県に対し本市からさ

らに強く要望していただくことを，私からも改めて求める

1 0 1 2

5

55

5 1

11

1 7

77

7 13

1313

13

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１②⇒行政がどのようにかかわるべきか。「行政側の縦割りの弊害は，最も大きなストレス」と「庁内連携の必要

性」の関係，庁内連携を図ればストレスが減るのかが不明

２⇒調査に基づく具体的な提案を伴った質問



第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）

3

33

3 佐藤幸雄

佐藤幸雄佐藤幸雄

佐藤幸雄

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

児童クラブの運営について

①来年度より小学四年生まで受け入れを進められる計画となって

いる。受け入れをされる各児童館のスペース及び職員の人員等，

準備は万全か。進捗状況

②本市としては現在利用されている三年生の児童に，四年生に

なっても児童クラブを利用されるかアンケート調査を実施して，

受け入れ人数を検討すべき

③児童クラブの開設時間について

（全ての施設ではなく，要望のある施設より，土曜日及び長期休

業日等の開始時間の拡充を進めるべき）

2 1 2 5

2

地域公共交通について

①本市としてこの四つの会議体（法定協議会，地域公共交通会

議，地域協議会，運営協議会）について，どのように取り組みを

実施されてきたのか

②仙台市営バスの赤字縮減の改善策について

（民間企業の力を活用し，本市としても協働で取り組むことが可

能なのか，可能であれば具体にどのエリアが可能なのか）

③乗合タクシーの今後について

（交通会議の活動状況及び今後の課題等）

（地域発信型で取り組むことについての当局の認識）

（他都市で行われている提案型パッケージプランを本市としても

検討すべき時期に来ている）

2 1 2 5

4

44

4 2

22

2 4

44

4 10

1010

10

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒現場調査も踏まえ，具体的な改善案を伴った質問

１①，２①③（交通会議の活動状況）⇒

事前調査する必要がある



第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）

4

44

4 ふなやま由美

ふなやま由美ふなやま由美

ふなやま由美

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

介護保険制度

①市長は，こうした一連の制度改定をどのように認識されている

のか。介護保険の改悪をやめて，安心の介護保障を国の責任で実

施するよう，強く働きかけるべき

②保険料，利用料の高騰を抑えながら，制度の充実を図るため

に，介護保険への公費負担の割合を大幅にふやすことを国に求め

るべき

③緩和型サービスの問題点

（住民やボランティアに公的介護の肩がわりをさせる緩和型サー

ビスは，実施すべきではない）

（事業者が主体となる緩和した基準によるサービスにも，大きな

問題がある）

（市は，緩和した基準のサービスは行わず，現行相当サービスを

提供することを基本にして実施することを求める）

④必要な方がサービスを使えなくする水際作戦とならぬよう，専

門家による要介護認定を引き続き行うべき

⑤事業費の問題

（必要な事業費は，実態に見合うものとするよう国に求めると同

時に，市も必要な財源措置を行い，サービス抑制とならない運用

を求める）

⑥求められる地域包括ケアは，安心の介護，医療の提供を受けな

がら，本人の自己決定に基づいて，地域での暮らしを継続できる

よう支援するものでなければならない。市の地域包括ケアの考え

方

⑦各種サロンや見守り支援などの積極的な取り組みが，全ての地

域で豊かに行えるようにすべき。市が運営に関する助成制度も新

たにつくって，活動を支援すべき

⑧全国のすぐれた取り組みに学びながら，仙台市の認知症対策と

地域包括ケアを一体的に捉えた地域丸ごとの高齢者福祉の視点を

生かし，取り組みを発展させるべき

2 2 2 6

⑨市みずからが役割を発揮し，圏域ごとに介護や医療，福祉を必

要とする住民の要求を酌み取って，制度利用につなぐことのでき

る体制とすべき。各区の保健福祉センターの保健師を思い切って

増員し，直接地域包括支援センターと連携し，問題解決に当たる

役割を果たすべき

⑩福祉施設における防犯や防災対策について

（事業者の努力任せにせず，警備員や防犯システムなどの設置，

増員のための予算を急いでつけて，具体的な対策を行うべき）

（市は，災害への備えを事業者任せにせず，健康福祉局，消防

局，危機管理部門が連携し，高齢者や障害者の福祉施設等におけ

る災害時の対応を強めるべき）

（一人一人の命と尊厳が守られる社会保障の充実のために，国も

市も責任を果たすべき）

⑪来年から行われる新しい総合事業に関して。要支援一，二の

方々の通所介護や訪問介護の基準を緩和する内容が今提案されて

いる。既に行われている自治体で起こっている問題点を見れば，

逆に選択肢が広がるどころか，選択すらできない状況に市民が

陥っている。仙台市がはっきりと，今のサービスは引き続き行

う，必要な介護を引き剥がすものではないという運用をきちんと

行って，進めていくべき（追加）

⑫求められる地域包括ケアのあり方について。介護保険制度が

しっかりと確立し，その上に立ってＮＰＯや市民やボランティア

など，さまざまな主体が積極的な展開がされていくことが大事。

地域での健康支援活動の運営に関する助成制度をつくるべき。認

知症を抱える高齢者も増加する中で，財政措置も行いながら，市

長が積極的に地域丸ごとの取り組みを進めていくべき（追加）

1



⑬国民の社会保障を充実させる責務を完全に投げ捨てるという，

こうした国のやり方については，市民生活を守る立場で，国に対

して発言し，市長は行動すべき（追加）

⑭新総合事業について。今の要支援一，二の方々の新総合事業の

提案の仕方としては，やはり現行相当サービスをきちんと柱に据

えていくというふうにしていくことが明確（追加）

⑮国の介護保険制度改定の内容について，市長はものを言ってい

ただきたいし，実際に市民サービスを行う点においても，財政支

援も行いながら構築していく必要がある（追加）

⑯健康支援活動への運営に関する助成制度について，再度お答え

をいただきたい（追加）

2

22

2 2

22

2 2

22

2 6

66

6

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒介護保険制度の問題点を（調査に基づき）指摘した質問



第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）

5

55

5 ひぐちのりこ

ひぐちのりこひぐちのりこ

ひぐちのりこ

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

市長の政治手法について

①地元紙で述べているリーダー像について，市民に理解を深めて

もらうための市長の手法について

②二〇〇九年，市長が立候補した際，市役所がウサギの耳を持

ち，市民の皆さんと力強いタッグを組んでいく，また，対話と納

得，そして実行という三つのステップが不可欠との姿勢を示し

た。現在の認識と評価

③本市では，パブリックコメントの実施をどのような方法で周知

しているのか。過去三年間の実施件数，寄せられた意見の件数，

所見。寄せられた意見の活用。仙台市債権管理条例案について

は，パブリックコメントの意見がなかったとのこと。原因とし

て，意見募集についての広報や説明が足りなかった部分もあるの

ではないか。パブリックコメント募集では，本市が積極的に発信

するソーシャルネットワークサービスの活用など，情報を届ける

ための方策が必要

④課題に対して意見の全てはかなわなかったものの，この部分は

反映されたと伝えること，市民が疑問に思う時点でのタイミング

のよい説明，本市全体の課題を示し，納得への糸口につなげるな

ど，よいことも悪いことも含めた情報提供をすることが肝心

⑤実際パブリックコメントの意見が寄せられた自治体の状況も把

握しながら，多くの方に意見を寄せられるような方策が必要（追

加）

1 0 1 2

2

東日本大震災で被災した子供に対する支援について

①本市での子供たちをめぐる状況の認識

②震災なのだから，避難所に子供の遊び場など要らないと我慢を

強いるのではなく，災害時における子供支援の重要性を発信すべ

き。震災復興において，十分に遊びが保障されるようなハード面

の取り組みも不可欠

③子供たちが本来持つ回復力が発揮できるよう，子供たちが震災

体験を語り，大人と信頼関係をつくって，個人の体験を社会化し

ていける場をつくり，話したことが政策に反映できるようつない

でいくことが大切

1 0 1 2

3

虐待や貧困などから，援助交際や風俗，いわゆるＪＫビジネスな

どで売春をする少女たちについて

①児童相談所には，緊急を要することを察知して的確な対応が求

められる。本市の実情と，職員に対する研修

②教育の現場で困難を抱える児童生徒について把握しているのか

③自分自身の身に起こり得る危険な状況の知識と，自分の身を守

るスキルの教育が不可欠。専門機関につなげることが必要。性被

害を受けた児童生徒への対応を含め，教育現場における対応

④医療機関にたどり着いた少女に対しては，心の傷を回復させる

ことが肝要。市立病院の対応

⑤本市はＪＫビジネスについて県警に対し実態調査を行うことを

求めるとともに，少女たちの命と人権を守る視点から，組織を超

えた実効性のある体制と支援を講ずるべき

⑥中学生の段階でＪＫビジネスの内容やその影響に関して学ぶ機

会があれば効果がある。女子のみならず男子への教育も非常に重

要。学校教育での取り組みを求める

⑦人権と健康の視点から，生涯学習でも性教育を進めるべき

1 0 1 2



4

性暴力被害者支援について

①市長は，「性に対する暴力被害というのはあってはならない。

被害を受ける方が一人でも少なくなることを共通の願いとして，

男女共同参画の取り組み全般を推進する」と答弁したが，取り組

みや今後の計画について

②私は，病院拠点型のワンストップ被害者支援センターの設置を

求めてきたが，さらにさまざまな形のサポートも必要。県の性暴

力被害相談支援センターとの情報共有，トラウマのケア，外国籍

の方などに対するサポートなど，実効性のある伴走型の支援が必

要。加害者にならないための教育も必要

0 0 1 1

5

東北唯一の百万都市の総合力を発揮する，市民協働のまちのある

べき姿について

0 0 0 0

3

33

3 0

00

0 4

44

4 7

77

7

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１③，３①④⇒

事前に調査して質問する必要がある

１④，２②③，３③～⑥，４②⇒

提案に具体性が乏しい



第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）

6

66

6 伊藤ゆうた

伊藤ゆうた伊藤ゆうた

伊藤ゆうた

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

オリンピックレガシー共創への本市の取り組みについて

（二〇二〇年東京大会まであと四年。大会開催前後において持続

的に効果を継続させるために，世界に向けて本市の魅力を発信し

打ち出すために，市民ファーストのオリンピック・パラリンピッ

クにするために，仙台版オリンピックレガシーを策定するべき）

1 1 1 3

2

障害のある方のＩＣＴ活用に関連して，日常生活用具支援給付制

度について

①障害のある方への日常生活におけるＩＣＴ環境の変化を，本市

としてはどのように捉えているのか。障害のある方が，ＩＣＴ機

器や技術を使いこなせるようにするためのサポート体制の構築を

今後さらに進めるべき。本市としての具体的な対応策

②視覚障害者用ポータブルレコーダー，視覚障害者用活字文書読

み上げ装置，視覚障害者用拡大読書器は，タブレット端末にアプ

リをインストールすることにより，それぞれの機器と同等程度の

効果を得ることができる。視覚に障害がある方からのニーズが多

いタブレット端末について，日常生活用具支援給付制度の対象種

目に加えるべき。本市においても，八王子市の事例のように，タ

ブレット端末とアプリをセットとした形で助成種目としてこれを

加えていくべき

③ＩＣＴ機器の進歩や取り巻く環境の整備によって，一昔前とは

障害のある方のニーズが変化をしている。そのニーズをしっかり

と酌み取り，適切に対応するべき。今後は点字や音声コードに対

応した書類をふやすとともに，希望者には郵便物の内容をメール

でお送りする取り組みや，市政だよりを市のホームページで直接

ダウンロードができる仕組みづくりが必要

2 2 3 7

3

行政委員の報酬，給与について

①本市の特別職の職員の給与，旅費，費用弁償の額並びにその支

給方法に関する条例を見ると，月額報酬，給料を支払う行政委員

について，勤務しなかった場合の減額や不支給の規定はない。在

職期間に応じて支給がされるため，疾病等により勤務ができない

期間についても，減額や不支給の対応がなされないのが，現状の

本市の条例に沿った対応。本市においても，杉並区に対して平成

二十七年十一月に確定をした判決の内容を踏まえた規定を，関係

条例に追加をするべき

②訴訟リスクについて，どのように考えているのか（追加）

③本市の今の条例においては，市議会議員も含んでいる。議員報

酬についての不支給や減額の規定は，議員の仕事とはどういうも

のであるかということにかかわる。行政委員と市議会議員は別々

にしていくべき（追加）

1 1 2 4

4

44

4 4

44

4 6

66

6 14

1414

14

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

２⇒調査に基づき具体的な改善案を伴った質問

３③⇒行政委員と議員の違いの理由を明示する必要がある



第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）

7

77

7 柳橋邦彦

柳橋邦彦柳橋邦彦

柳橋邦彦

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

音楽ホールについて

①人口減少社会への対応と音楽ホールの位置づけ

②多額の初期投資費用と維持管理費用，新ホールのために多大な

影響を確かに受けるであろう既存の公共施設の運営，それらの長

寿命化の費用や，またその維持に必要な観客の確保

③中心部にはないと思われる，それだけの土地

④なぜ二千席なのか

⑤音楽専用のホールなのか。あるいはさまざま対応可能な多機

能，高機能ホールなのか

⑥伝統芸能や邦楽などはどうするのか

⑦演劇や舞踊，もちろんオペラ。さらに全国大会などの会議場に

するには

⑧それら利用団体からの膨大な要望に十分応えられ，その上，利

便性はいいのか

⑨人材育成は今後どう計画するのか

⑩地域の経済団体や音楽団体との連携や，その結果の具現性につ

いては

⑪音楽ホールは何のために，また誰のためにつくるのか。つくる

ことだけが目的となってはならない

1 0 2 3

1

11

1 0

00

0 2

22

2 3

33

3

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒音楽ホールの課題（問題点）を網羅した質問。具体化する過程で一つ一つの課題を深く取り上げていく必要が

ある



第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）第４日目（2016.09.15）

第４日目（2016.09.15）

8

88

8 わたなべ拓

わたなべ拓わたなべ拓

わたなべ拓

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

消防団について

①本市全消防団における二十代，三十代の消防団員の実数と男女

比，全年齢層に占める二十代，三十代の団員の構成比

②二十代，三十代の市民に対する入団促進策

0 0 0 0

2

幹線道路に直面したのり面崩落防止について

（第二の羽黒台団地のり面があってはならないと，当該箇所に類

似する懸念箇所への対策につき当局に尋ねたところ，市内に所在

する懸念箇所四十三カ所の選定を終え，そのうちのり面保護がな

されていない七カ所について見回りを終えた段階にあるとの回答

を得たが，その実施時期について聞くに及び驚愕した。懸念箇所

の選定に取りかかったのが本年六月，完了したのは八月の末，懸

念箇所の現地視察を終えたのは九月九日。この時点で，本市は台

風十号から十三号に至る各次集中豪雨に波状的に見舞われた後。

お粗末な対応ぶりには驚き入るばかり。根本的に危機感が欠如し

ている。市民の安全・安心の確保という重要な行政目標を見誤っ

た対応。当局の所見）

2 0 2 4

3

学校給食センター収入の不納欠損について

（学校給食費を公会計化してはいかがか。保護者負担を歳入と

し，食材購入費を歳出とした市の予算に計上し，給食費の徴収管

理を実施者たる市に一元化することで，会計の明確化，未納問題

対処など，適切な債権管理が可能となり，ひいては学校現場の負

担軽減にもつながる）

1 1 2 4



5

緊急事態条項について

（憲法の不備に基づく大規模災害対処の不全を指摘する市民の声

にも耳を傾け，学ぶべきは学んだ上で，災害法制のみならず，最

高法規までを射程に入れ，タブーなしで多角的に有事の安心・安

全の確保を検討いただきたい）

1 0 1 2

6

66

6 1

11

1 8

88

8 15

1515

15

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１①⇒事前に調べて質問する必要がある

２．４⇒

調査に基づき問題点を具体的に指摘した質問

4

広瀬通のイチョウ並木伐採問題について

①本件については，より根本的な問題が検討されなければならな

い。本市の進める大局的な都市交通政策と，市道広瀬通一号線改

良工事との整合性

②広瀬通の交通量が一挙に二倍にはね上がり，ただですら渋滞ぎ

みの現状にさらに拍車がかかり，沿道がもうもうたる排ガスに覆

われる

③広瀬通は東北地方最大の歓楽街，国分町の入り口に面し，従来

から大規模商店が軒を連ねる，まさに仙台市商業地の中核部を占

める区域。なぜこのような重大な情報を周知しないのか。そもそ

も，なぜ仙台の顔の一角をなす中心的な商業地，市民の憩いの場

でもある広瀬通の交通量を二倍にしようなどと思えるのか

④今や都心への車両流入の抑制は，都市交通政策のトレンドであ

り，常識とさえ言える。広瀬通の交通量を二倍にする本件工事

は，過度な自動車依存型交通体系から脱却しようという，本市の

大局的な交通政策の理念にも明らかに逆行するものと評さざるを

得ない

⑤以上の交通政策を標榜する都市整備局交通政策課が，本件工事

にほとんど関与していない。職務怠慢のそしりは免れない。都市

の交通環境をもっと快適にするとのせんだい都市交通プランの基

本方針に抵触するものとして，本件工事内容の是正に向け，関係

部局との協議を主導すべき

⑥青葉区，都市整備局ともに広瀬通沿道の交通量増加に関するシ

ミュレーションを，いまだに実施していない。驚くべき不作為。

せめてシミュレーションの実施を強く求める

⑦イチョウ並木の伐採で渋滞は解消されるのか。広瀬通の交通量

が二倍になるのであれば，当該箇所の並木伐採だけでは足りず，

いずれ西公園方面に向けて徐々に並木伐採が連動していくのでは

ないか

⑧本市の大局的な交通政策の理念に逆行し，都市整備局の関与も

なく，広瀬通の将来交通量増大による影響についてのシミュレー

ションすらないずさんな事業のごり押しは，一旦停止すべき

⑨広瀬通沿道の結節点のデータを持ち合わせていない。青葉区は

早急に手当てする必要がある（追加）

⑩交通政策課においてほとんど調整がなされていなかったことが

明らか。しっかり矛盾を調整していただきたい（追加）

⑪宮城野橋開通によって車両の交通量は二倍になる。これによっ

て都心への過度な車両の流入を抑制するという方針に矛盾しない

というのは，どう考えても無理があるのではないか（追加）

⑫シミュレーションをしていない，またする考えもないという青

葉区の回答は，到底理解できない。今からでもすべき（追加）

2 0 3 5



第５日目（2016.09.16）

第５日目（2016.09.16）第５日目（2016.09.16）

第５日目（2016.09.16）

1

11

1 加藤けんいち

加藤けんいち加藤けんいち

加藤けんいち

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

2

空き家対策について

①条例並びに法施行後の空き家対策についての当局の評価

②特別措置法では，こうした課題に対応するため，助言または指導して

もなお特定空家の状態が改善されない場合は勧告することができるとし

ているが，本市はいまだに勧告の事例は一件もない。なぜ勧告まで踏み

切れないのか，理由。勧告することで固定資産税等の住宅用地特例の対

象から除外されることになり，空き家の解消に向け大きく前進するので

はないか。勧告に至るまでの具体的な手順を示すべき

③空き家等の利活用について

（空き家の利活用の方向性について当局の所見）

（先行事例となるモデル地区を設定し，本市が積極的にかかわっていく

ことを提案する）

2 1 2 5

3

ガスシステム改革とガス局民営化について

①ガス局として，このシステム改革の議論の結果をどのように認識され

ているのか

②事業改革調整室の新設から一年半が経過したが，当面の間，どのよう

な事業展開を図っていくのか

③当局は価格競争力についてどのように認識しているのか

④今後の原料調達のあり方についての考え

⑤今後の民営化プロセスの再開に当たっては，大前提として市民全体の

利益につながる民営化が求められている。経済情勢やガス市場環境の状

況を慎重に見きわめる必要がある。所見。完全自由化の決定を踏まえ，

改めて当局の目指す民営化に対する基本的な方向性並びにスタンスにつ

いて。所見

2 0 2 4

1

災害時における避難所開設について

①台風十号の上陸に伴い，七北田公園から上流，七北田川の洪水浸水想

定区域に避難準備情報が発令された。本市の避難所開設基準では，避難

準備情報等の発令時点において開設することを基本としており，避難準

備情報が出されていない市内全ての避難所を開設しましたという情報の

掲載は，基準と照らし合わせても間違った情報発信ではなかったか。避

難所開設の基準について，確認も含め伺う

②本市の避難所運営マニュアルでは，開設後は運営委員会を設置し対応

することになっているが，今回の避難所開設で，多くの方が避難されて

も運営委員会が設置できない避難所では，主に教員が対応に当たらざる

を得ず，マニュアルとの相違があるように感じた。マニュアルでは，施

設管理者，教職員の役割は，避難所内の住居スペースや共有スペースを

設置する際の調整や助言で，施設の活用に関し運営の支援を行うとして

おり，運営の主体的役割を求めていない。。当局の見解

③避難所となる小中学校の対応者は，取り決めをしておらず，現地小中

学校の判断。校長，教頭は手当の対象であるものの，その他の教員は手

当対象外。改善を求める

④市内にある百九十三指定避難所のうち，地域版避難所運営マニュアル

の策定状況はどこまで進んでいるのか。昨年九月の関東・東北豪雨を教

訓として進めている地域版風水害時の避難所運営マニュアルの策定状況

⑤風水害に対する避難所運営の打ち合わせが行われていない地域では，

避難所開設に当たっての混乱が生じているのも事実。今後大切なこと

は，マニュアルが整備されていない避難所については，当局が主体とな

り，地域との話し合いの場を設定すること

⑥避難準備，避難勧告，避難指示の情報の種類と，それに伴い市民がと

るべき行動について，いま一度周知すべき

⑦職員だけでやるという認識がきちんと統一されているのか。指揮命令

系統の認識が共通されているのか。この部分について，庁内の中での意

識合わせをもう一度しなければならないのではないか（追加）

⑧実際避難所を開設するときの責任者にマニュアルをつくる前でも結構

ですから，今こういう考え方で当局は進んでいるんだというのをもう一

度しっかり説明すべき（追加）

2 0 2 4



4

部活動における教員の負担軽減について

①八月の市民教育委員会に，部活動における教員の負担軽減について，

本市の部活動の状況などが報告された。今回の報告では，教員の負担軽

減ばかりに着目し，最も重要な子供たちへの視点が薄くなっていない

か，疑問を感じる。当局の所見

②本市の教員の負担と感じている業務は何であるかをしっかり把握，分

析することを求める

③部活動における負担軽減も大切な視点であるが，教員一人が多くの子

供を見なければならないという状況を少しでも解消することのほうが，

大切な視点ではないか。全体としての負担軽減策を講じていくことが必

要。当局の所見

④部活動の長時間労働が本当に負担なのかデータがない。その部分を

しっかり把握をすべきではないか（追加）

2 0 2 4
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1 8
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【コメント】

【コメント】【コメント】
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いずれも調査結果を踏まえ，具体的な改善案を伴った質問
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第５日目（2016.09.16）第５日目（2016.09.16）

第５日目（2016.09.16）

2

22

2 佐々木真由美

佐々木真由美佐々木真由美

佐々木真由美

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

災害時に御高齢者や障害者の移動がスムーズにできる空気応用担架につ

いて

（少人数で搬送できる空気応用担架を本市のマンションにお住まいの方

にも周知を図り，導入を促すべき）

1 0 1 2

2

カラーバリアフリーについて

①本市において，色覚障害者の方々の数は把握されておられるのか。色

覚バリアフリーのための対策は，他のバリアフリー対策に比べて，つく

り手側のちょっとした配慮や意識があれば，追加コストがかからないで

できる対策である。前向きに取り組むべき

②本市として取り組んでいるカラーバリアフリーに対しての配慮につい

て

（本市として，さまざまなパンフレット，チラシ等，またホームページ

も開設しているが，カラーバリアフリーについての特別な配慮が行われ

ているのか）

（カラーバリアフリーに関する指針の作成も必要と考える。所見）

③学校における色覚検査について

（文部科学省は，平成二十六年四月三十日，学校保健安全法施行規則の

一部改正等について，各指定都市教育委員会教育長宛てに通知を出し

た。この通知（色覚の検査）を受けて，本市の対応と取り組みについ

て。所見）

④色覚異常に関する知識の周知について

（教職員に色覚異常に関する知識，保護者への周知を図るべき。所見）

1 0 1 2

3

側溝整備について

①本市として側溝の清掃に関して町内会への啓発はどのようにされてい

るのか

②側溝整備における優先順位。現状。どのように地域からの要望に対し

て応えているのか

③道路の安心・安全という道路利用者の視点と，沿道居住者の生活環境

を守るという視点，そして障害者や御高齢者の方々も歩きやすい道路整

備に向け，側溝整備の計画を立てるべき。所見

1 0 1 2
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【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

２①②③⇒

本市がカラーバリアフリーについて何をしているのか，何をしていないのか，現場調査をし，先進的に取り組んでいる他都

市の事例を引いて質問するべき

３①②⇒

現場調査は行っているが，市が何をしてるのか，どこに問題があるのかを事前に調査して質問する必要がある



第５日目（2016.09.16）

第５日目（2016.09.16）第５日目（2016.09.16）

第５日目（2016.09.16）

3

33

3 すげの直子

すげの直子すげの直子

すげの直子

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

学校の暑さ対策について

①子供たちが一日の大半を過ごす学校の普通教室こそ，安全に快適に過

ごせるようにすべき。。お金がかかることを理由に一向に踏み出そうと

せず，蒸し風呂のような教室の中で子供たちが学んでいることを，市長

と教育長はどのように捉えているのか

②学校の室温調査は，二〇一一年度から始まった。現場から上がってく

るこうした報告を数年にわたって受けている当局は，結果を見て，どう

いう検討を行い，具体的な手だてを打ったのか

③市内全ての普通教室にガスヒートポンプ式でエアコンを設置した場合

の費用は二千九百六の教室数で総額九十四億円，国からの補助を除くと

本市の負担は約八十億円。市内全ての学校，全ての普通教室と考えれ

ば，決して高過ぎる税金投入ではない。室温が高くなる校舎，学校から

順次普通教室へのエアコン設置を進めるべき

④普通教室と同様に，当然，職員室などにもエアコン設置は必要と考え

るがいかがか

⑤エアコンを学校につけることが，教育長として，今の教育行政にとっ

て優先度が高いというふうに見てないのか。そうだとすれば，そのこと

自体が非常に問題。エアコン設置はもう最優先の課題ではないか（追

加）

⑥予算を措置するのはやはり市長なので，市長にぜひ伺いたい。エアコ

ンのない，こんな劣悪な環境に，子供たちや先生方を置き続けていいと

お考えか。今，教室，職員室等へのエアコン設置を決断をすべき（追

加）

2 1 3 6

2

本市における就学援助制度について

①子供たちが経済的な心配をすることなく学べるように，今こそ制度の

充実が必要。まずは，廃止した就学援助問題協議会を復活させ，より積

極的な内容にするための協議を早急に始めるべき

②制度の周知はどうあるべきか考えることが必要。先進的な例にも学ん

で，より丁寧な周知をすべき。米印をつけて，申請書の内容については

地区の民生委員児童委員が伺う場合がありますと書いているホームペー

ジの記述は削除して，逆に必要なのは，もっとわかりやすく，困ってい

たらいつでも申請をということが伝わる工夫だと考えるがいかがか

③就学援助制度の周知に際しては，スクールソーシャルワーカーの活用

が効果的。スクールソーシャルワーカーを少なくとも現在の倍以上にふ

やして，就学援助を含め，必要な制度につなげる努力を強めるべき

④制度の認定は，申請者の実情を踏まえた，機械的ではない運用とすべ

き。例えば，収入基準だけで判断しないなど，要綱の趣旨を生かし，申

請した家庭の状況をしっかり把握して，柔軟に活用すべき

⑤本市の基準額は，余りにも低過ぎる。引き上げを求める。新入学のた

めの学用品費を入学からはるかたってから支給するのでは，全く意味が

ない。

⑥文部科学省が，昨年，児童生徒が援助を必要とする時期に速やかに支

給することができるよう十分配慮することという通知を出した。本市も

改善を図るべき

⑦修学旅行代の一時立てかえ払いを家庭に求めるのもやめるべき。学校

への概算払いや実費支給に変えるよう求める

⑧（先進的な）自治体と比べると，国の基準から一歩も出ない本市の制

度は，余りにも恥ずかしい水準ではないか

⑨憲法第二十六条では，義務教育は，これを無償とするとうたってい

る。子供の貧困への着目から始まったとしても，今や，義務教育は無償

という憲法に近づける努力こそが必要という認識のもとで，自治体の挑

戦が進められている。本市も漫然としているわけにはいかない。憲法を

具現化する具体的な取り組みが必要

⑩新入学学用品費の前倒をぜひとも急ぐべき（追加）

⑪基準額が低過ぎる。基準額を引き上げるべき（追加）

2 2 3 7



3

少人数学級の実現と，権限移譲に伴う問題について

①市は，国に対してはその実現を求め，教育への効果はあると認めてい

るのに，みずからが権限を持っても実行しない理由は何なのか。いつま

でも市民や学校現場を待たせず，決断すべき

②これまでと同じ仕事をするのに，市への権限移譲で教職員の待遇悪化

や給料が下がるなど，あってはならない

1 0 1 2
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２，３⇒

調査を踏まえ問題点を指摘し，具体的な改善案を伴った質問

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】
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第５日目（2016.09.16）第５日目（2016.09.16）
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44

4 辻隆一

辻隆一辻隆一

辻隆一

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

七月二十六日未明，相模原市の障害者支援施設神奈川県立やまゆり園に

おいて，入所，利用する知的障害のある方々が襲われた事件について

①市当局として，このおぞましい事件を踏まえて，どのような所見を

持っているか

②本市がかかわる施設での安全の確保策を講じることはもとより，差別

や偏見をなくすための不断の努力を市民に呼びかけるべき

0 0 0 0

2

国民健康保険事業の都道府県化について

①国の医療保険制度改革方針に基づいて，二〇一八年度から国保事業を

市町村運営から県単位で運営していくことになったが，規模が大きくな

れば財政が安定するという発想自体が安直。国保事業の都道府県化につ

いての当局の考え

②国保事業は国の社会保障制度の一環であり，全国の統一制度，つまり

ナショナルミニマムとして施行すべきもの。その点からも，国庫負担の

あり方，強化を求めていくべき

③都道府県化の問題で最も大きな課題となると考えられるのが，県が市

町村ごとの納付金及び標準保険料率の設定，保険給付に要する支払い等

を定めることになっている点。保険料の応益割，応能割のあり方，所得

割と資産割，均等割や平等割の問題など，課題が山積している。現時点

での当局の考えをお示しいただきたい

④国保事務を県に集約化するというが，収納も給付事務も市町村がその

まま継続すると伺っている。何のための都道府県化なのか。自治体の事

務軽減にもつながらないのでは，何のメリットも見出せないのではない

か

⑤保険料設定に当たり，医療費実績が連動することになるが，自治体間

の医療格差の問題もある。医療費適正化という美名のもとの削減を自治

体に背負わさせるということにつながりかねない。これは極めて大きな

矛盾を抱えることになる

2 0 2 4

3

地域医療構想に関連して，本市の地域医療政策について

①仙台医療圏における実際の医療需要に必要な病床数について，現在の

病床数は一万九百九十七床。二〇二五年には一万三千二百一床と推計さ

れている。この点についての考え

②今日の医療の実態では，入院日数の縮減，長期入院の抑制の傾向にあ

り，今後ますます高齢者が病院から締め出されることになりかねない。

回復期，慢性期の病床数の不足が想定されている。こういった医療機能

のアンバランスなどの課題にどう対処するのかも問われている。所見

③在宅医療支援病院，支援診療所の拡大こそが問われているが，在宅医

療のあり方，見通しについて

④本市では，訪問看護を含む在宅医療体制が不十分だと指摘されてき

た。これらの事業を地域で支えるといっても，全く体制は整っていない

のが現状。本市の事業としてどう位置づけられていくのか

⑤東部地域の急患休日診療体制について

（東部休日診療所が，この六月末をもって廃止になった。廃止の理由に

ついて当局はどのように受けとめておられるのか。その経緯）

（東部地域のニーズ把握に努めるとともに，施設整備を求める）
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【コメント】
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２，３⇒

課題の問題点を具体的に指摘した質問
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55

5 松本由男

松本由男松本由男

松本由男

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

2

社会福祉法人及び仙台市社会福祉協議会に対する本市の関与のあり方に

ついて

①平成二十八年三月にこの社会福祉法が一部改正され，本年四月一日と

来年四月一日の二段構えで施行されていく。この改革を実効性あるもの

にするため，社会福祉法人の指導，監督責任のある本市としての関与

は，具体的にどのように変わるのか

②社会福祉法人の一つである社会福祉協議会について

（本市として，仙台市社会福祉協議会に対しどのような役割を期待して

おられるのか，本市としての見解）
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5

1

総合的な治山治水対策のための計画づくりについて

①例えば本市の雨水対策委員会において，副市長を長として各担当部局

が共同，横断的な調整のもと，総合的な雨水対策計画を策定することと

したらいかがか。総合的な計画があることによる効果は，計画，事業，

管理の各段階において調整が図られ，各連接部，グレーゾーンが共有さ

れるとともに，問題点も発見しやすくなり，ひいては効率的に事業が実

施されるほか，整備した施設の弾力的な活用や一層のコスト縮減などの

面でプラスになる。いかがか

②森林整備計画には，雨水対策としての視点からの具体的な記載，評価

がない。本市としての見解。河川との関連性をどのように捉えておられ

るのか，見解を伺う

③昭和四十八年から，国，県，市がそれぞれ三分の一の費用負担により

改修している一，二級河川五本のうち，整備継続中の笊川の総計画延長

は二千八百四十五メートル，整備完了年度平成三十八年までの進捗率約

七一％，さらに高野川の計画延長三千八百三十メートル，整備完了年度

平成四十四年までの進捗率約五七％。どのように評価されておられるか

④現在事業中の堀切川計画延長二千二百五十八メートル，整備完了年度

平成三十三年までの進捗率四〇％，同じく谷地堀の計画延長九百十メー

トルの進捗率三％については，どのように評価されておられるのか。計

画に上っていない残りの九河川は，今後どのように考えておられるの

か。河川における森林並びに下水道との関連性はどのように捉えておら

れるのか。現行の計画規模，計画高水流量の見直しをする予定はないの

か

⑤公共下水道事業の平成二十八年四月一日現在の整備状況は，十年確率

降雨に対応した整備区域面積六千三ヘクタール，事業計画区域面積一万

七千六百五十八ヘクタールに対する整備率は，約三四％。この整備率三

四％をどのように評価しておられるのか。河川との関連性をどのように

捉えておられるのか

⑥本市が掲げる防災環境都市，しなやかで強靭なまちづくりを実現する

ためにも，縦割りではなく，まず一つの計画の中に漏れなく全体像を展

開し，ハード，ソフト両輪による総合的な雨水対策を推進するための計

画を策定すべきではないか

⑦私の提案は総合的に山から川，下水まで含めた計画を一つの計画とし

てつくったらいかがかという内容。もう一度答弁を求める（追加）

1 0 2 3

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１①⑥⑦⇒

横断的な計画を策定し，実施している他都市の事例との比較が必要。

１②③④⑤⇒

質問者の評価と根拠を明示する必要がある

２②⇒社会福祉協議会が現実にどのような役割を果たしているのか，どこに問題がありそれをどのように改善するべきか

は，質問者が調査結果に基づき提示する必要がある



第５日目（2016.09.16）

第５日目（2016.09.16）第５日目（2016.09.16）

第５日目（2016.09.16）

6

66

6 村上かずひこ

村上かずひこ村上かずひこ

村上かずひこ

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

子供の貧困の連鎖対策について

①本市は七月から，子供のいる世帯から無作為抽出で四千五百世帯，経

済的困窮状態にある二千五百世帯，八月十七日締め切りで調査を行っ

た。無作為抽出世帯の回収率が約五六％，貧困世帯が約三九％の回収率

のよう。この回収率の差にどのような所見をお持ちか。アンケートの分

析，課題の整理は委託なのか，誰が行い，いつ発表するのか。本市の

ニーズがどこにあるのか把握することが，最も重要

②本市は，アンケートの結果から，どのような取り組みを想定している

のか。この貧困の連鎖が健康格差にも連動していることについて，今後

の対応を考慮しているのか

③市内計二十カ所の学習，生活サポート事業について（参加率一一％と

いう低さの原因。危惧するのはいわゆる相対的貧困家庭の子供たちが対

象から漏れること。もっと予算をつけて，この取り組みのオープン化，

拡大を検討すべき）

2 1 2 5

2

無届け有料老人ホームについて

①自治体として，虐待などが行われず，人間として尊厳を持って入所し

ているのか，郵送などの文書などによる調査ではなく，直接訪問しての

実態調査で把握すべき

②ほぼ不可能な設置基準を強く指導するだけではない，丁寧で柔軟な現

実的対応をする必要がある

③せめて政令指定都市間において，複雑なこの問題の対応について，横

の情報の共有，連携が必要

1 0 2 3

3

町内会の存続について

①地域団体の委員等の高齢化は市の行政執行においても，今後は多大な

影響が出てくることは明らか。多忙さのため，担い手不足に拍車をかけ

ている。もっと身軽にするスキームが必要。所見

②市職員が町内会活動に参加するよう，全庁挙げて推進すべき。推進す

るに当たり，こういった地域活動参加に人事評価の評点を加味すること

を提案する

1 0 1 2

4

選挙管理委員会について

①現在の期日前投票のシステムは身分証がなくとも生年月日がわかれ

ば，本人でなくても誰でも簡単に投票できる。これで投票の公正さが担

保できるのだろうかという疑問を持った。身分証明書提示を義務づけた

としても，現在よりもさほど時間をとり混乱するとは思えない。最も優

先させるべきことは公正さ。見解

②公職選挙法上は入場券がなくても投票は可能。発送経費と手間を考え

れば，投票入場券を発送しなくてもいいのではないか

③投票日変更について

（経費削減とミス削減の点で，土曜日へ投票日を変更し，日曜日午前中

の開票作業を行ってはいかがか）

1 0 2 3



5

係長試験について

①加味される人事評価の点数との合計点を通知しなければ，客観性や透

明性を確保できず，次回受験のインセンティブにはならない

②それが，受験率に顕著にあらわれている。子育て，介護などいろいろ

な家庭の事情で，なりたくてもできないと思っている職員が多数だと推

察される。今まで仕事一点張りの市長の率直な見解

③現在は，夜遅くまで頑張っている職員が多数。責任のある正職員の減

員が起因しているのではないか。そろそろ正職員削減は限界に来ている

のではないか。市長の率直な見解

④係長試験の受験率の低さが一番の問題。頑張ろうというインセンティ

ブな制度にはなっていない。一番の問題は，優秀な人材が（女性は九割

受けていないから）埋もれているのではないかということ。係長試験は

やめるべきだと思うが，どうしてもやめないのであるのであれば，若い

人がやる気を出すような，違う昇任させるシステムを併用するようなや

り方も検討していったほうがいい。市長の意見（追加）

1 0 2 3

6

仙台空港の着陸料について

（国土交通省は，八月二十九日に，訪日客誘致に積極的な地方空港を対

象に国際線の着陸料を無料化にする方針を正式に明らかにした。七月に

民営化された仙台空港は，対象外となってしまった。対応を宮城県だけ

に委ねる対岸の火事ではない。本市も宮城県や仙台空港利用者利便向上

協議会と連携し，リーダーシップをとり，主体となって国に強く申し入

れるべき）

1 0 1 2

7

77

7 1

11

1 10

1010

10 18

1818

18

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１，５⇒

調査に基づき問題点を指摘して質問。いずれも重要なテーマ。継続的追及が必要



第５日目（2016.09.16）

第５日目（2016.09.16）第５日目（2016.09.16）

第５日目（2016.09.16）

7

77

7 佐藤和子

佐藤和子佐藤和子

佐藤和子

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

防災体制の強化につながる災害協定について

①旅館，ホテルの避難受け入れ施設としての認識

（ホテルの宿泊施設についてどのようにお考えなのか）

②協定締結に向けての課題について

（我が会派では，災害時要援護者である高齢者，障害者のために，福祉

避難所の視点で旅館，ホテルとの災害協定を締結すべきと求め続けてき

たが，これまでどのように検討されてこられたのか。協定締結に向けて

の課題はどのようなものか。所見）

③緊急避難所としての協定について

（市民を災害から守り，安全に避難するためには，あらゆる場所を避難

場所として確保することが重要。旅館業を営む事業者としては，宿泊者

や従業員の安全の確保が優先であり，立地的に住民の避難が難しいとこ

ろもあるが，受け入れが可能で地域貢献として御協力いただけるところ

もある。緊急避難所として，または一時避難場所として，受け入れ可能

な事業者に加盟していただき，応援協定の締結を求める。所見）

2 1 2 5

2

地域コミュニティーの拠点である集会所について

①集会所の認識と近年の建設状況について

（集会所の建設のため一番苦労されているのは，土地の確保。集会所の

認識と近年の集会所建設の状況，あわせて地元の建設申請に至るまでの

現状をどのように把握されておられるのか）

②都市公園内の集会所設置許可についての課題について

（都市公園内に集会所設置を認める上でどのような課題があるのか）

③政令指定都市の設置状況について

（他都市の事例についての所見）

④地域の要望について

（本年五月に，八木山地域のある町内会より，公園内に備蓄倉庫を兼ね

た集会所設置の要望が出されている。地元としても土地の確保に向けて

努力をされ，やむを得ない状況と判断する。当局としてはどのように認

識されておられるのか。所見。今回の要望をきっかけに，早急に設置基

準等の要綱制定に着手すべきではないか）

⑤地域にニーズがある。現場で困っている。そういうニーズがあって，

各自治体，政令都市は対応してきている。八木山地域の一つかもしれな

いが，ニーズがあるということで年度内までぐらいに要綱をつくってい

ただきたい（追加）

2 2 3 7

3

身体障害者手帳の申請手続の負担軽減について

①指定医師との連携について

（個人情報であるため患者の了承を得た上で，専門的データについては

医療機関の間で連携がとれるようになれば，申請手続の負担軽減につな

がる。当局の認識）

②指定医師の申請への働きかけについて

（指定医師への申請への働きかけをしていただきたい。所見）

③窓口対応について

（指定医師の情報など，当事者の立場に立って丁寧な対応をお願いした

い。所見）

2 0 2 4

6

66

6 3

33

3 7

77

7 16

1616

16

２⇒現場調査，他都市の事例を踏まえ，具体的な改善案を伴った質問

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】



第６日目（2016.09.20）

第６日目（2016.09.20）第６日目（2016.09.20）

第６日目（2016.09.20）

1

11

1 やしろ美香

やしろ美香やしろ美香

やしろ美香

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

本市の教育施策について

①本市の教育について，東北大学や先端科学技術研究所や加齢研等との

連携，協力は行われているのか。現在，各大学などで開催されている公

開授業やイベントなど，さまざまな取り組みを授業として活用すること

は可能か

②本市において，美術館，科学館，天文台，動物園，水族館などを活用

した授業はどの程度行われているのか。その移動には公共交通は使われ

ているのか。乗車マナーなどの社会のルールは，教室で学ぶよりも，体

験を通して身につくものではないか

③仙台市独自の教育を目指すべき

④教育指導要領を超えたところの教育がなされないと，仙台市の未来を

支える子供の教育にはつながらない（追加）

0 0 0 0

2

教育委員会の活動とその実績について

①仙台市教育委員会の現状として，年間どの程度の会議が開かれている

のか

②地方自治体における教育委員会には，住民の教育ニーズを伝達すると

いった役割も持つ。市民の声を反映させるために，どのような取り組み

がなされているのか

③いじめ問題の現在までの検討の次第と結果

④いじめを犯罪として，法をもって処罰することが，いじめをなくす最

も簡単な方法

⑤市民の協力なくしていじめはなくならない。教育委員会任せにしない

こと。市民全体の問題として捉え直すこと。そのためにも，市民を巻き

込んだいじめ防止条例の制定が必要

0 0 1 1

3

教育の点検，評価に関して

①本市においても，平成十九年に改正された地方教育行政法によって義

務づけられた教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価が行

われている。どのような作業で点検，評価が行われているのか，その現

状

②異なる専門性を持つ有識者を増員し，それぞれの専門分野に関する意

見をいただくことによって，より議論が深まり，有効な教育施策につな

がる

③点検，評価によって市民への説明責任を果たすという目的は達成され

ているのか。どのような方法で市民に公表しているのか

④設定した成果指標及び目標値等の見直しや追加，修正はされてきたの

か。見直しや追加，修正は急務

0 0 1 1

4

消費者教育のあり方について

①子供たちが知らぬ間に巻き込まれてしまうゲーム，ＳＮＳへの課金や

そこでの出会いなど，架空の状況で教えるのではなく，具体的に子供た

ちが興味を持ちやすいヒットしているゲームを通じて，ネットとお金や

人間関係など，より具体的な危険性を効果的に教えることができると思

うがいかがか

②家庭で持ち上がる問題。例えば家やマンションの購入，クレジット払

い，リボ払い，保険やネットショッピングなど，家庭で話題になるキー

ワードもきちんと教える必要があるのではないか

③詐欺に遭わないようにする教育が，より具体的に常にアップデートさ

れた状態で行われているのか。警察などとの情報交換をどのようなシス

テムと頻度で行っているのか，それが教育現場でどのように生かされて

いるのか

1 0 1 2



5

福祉施策について

（最近，大手銀行が次々と参入し話題になっているリバースモーゲージ

という制度がある。新たな枠組みとして，金融や福祉サービスを担当す

る民間事業者と行政が協力し，リバースモーゲージのような資産活用を

した方に対し，住まいの確保とあわせ，必要な福祉サービスが総合的に

受けられる仕組みを検討してはいかがか）

1 0 1 2

2

22

2 0

00

0 4

44

4 6

66

6

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１②，２①②，３①④，４③⇒

事前に調べて質問する必要がある。具体性が乏しい

１③④，２⑤⇒

具体性が乏しい

２④⑤⇒

「市民全体の問題として捉え直す」「警察に頼る（法律で処罰する）」「防止条例の制定」がどういう関係になっている

か不明



第６日目（2016.09.20）

第６日目（2016.09.20）第６日目（2016.09.20）

第６日目（2016.09.20）

2

22

2 木村勝好

木村勝好木村勝好

木村勝好

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

市役所本庁舎の建てかえ問題について

①市役所本庁舎は，職員のための単なるオフィススペースではない。想

定外の大災害が発生しても，救助や復旧の司令塔としてその機能を遺憾

なく発揮し，市民の生命と財産を守るとりでともなるべきことが第一義

的に求められている施設。この点について市長の見解

②仮に，今，本庁舎は建てかえ，新築すると決定したとしても，実際に

着工するまでには数年，完成，供用されるまでには今から十年近い年月

が必要となる。年内にもと言われている諸課題検討調整会議のケースス

タディなどがまとまれば，これを踏まえて，今年度内には少なくとも本

庁舎は改修，延命でいくのか，あるいは建てかえ，新築でいくのかだけ

でもまず決めるべきではないか。市長の所見

1 2 2 5

2

集団移転跡地の利活用への取り組みについて

①最新時点における集団移転跡地の利用可能面積は，荒浜，藤塚，井

土，新浜，南蒲生の各地域それぞれどのぐらいになっているのか

②今年度内に決定される予定の跡地利活用方針では，この地域はこれこ

れの用途に利用するということまで具体的に決めることになるのか

③この跡地利活用方針を決定する際には，外部の有識者などから成る委

員会に諮ることになるのか

④利活用方針を踏まえた利活用事業者の正式な公募と決定は，来年度，

平成二十九年度に改めて行うことになるのか

⑤外部の有識者等から成る委員会などを設置するのか（追加）

0 0 0 0

3

伊達政宗公生誕四百五十年事業に当たっての，民間団体との連携などに

ついて

①既に，仙台藩志会や政宗ワールドプロジェクトなど，伊達政宗公ゆか

りの民間団体は，記念式典や記念講演会など，幾つかの記念行事の準備

を進めている。これらの団体は，記念行事などの開催について，仙台市

との連携を強く期待している。政宗公生誕四百五十年の市民的な盛り上

げを図るためにも，これら民間団体との協議，連携を図りながら，伊達

政宗公生誕四百五十年の記念事業に取り組んでいく必要がある

②伊達政宗公生誕四百五十年に向け，東京に残る伊達家仙台藩の遺産を

改めて掘り起こし，整理し，パンフレットやホームページなどを作成し

て，都民や東京を訪れる国内外の観光客にアピールすべきではないか

1 2 2 5

4

地下鉄南北線の名取市への延伸問題について

①七月十日に行われた名取市長選挙において名取市長に当選された山田

氏は，市長選挙の前に，この問題について本市に何らかの相談をされた

のか

②山田新市長は，当選後に，延伸問題について本市に何らかの相談をさ

れたのか

③南北線の名取市への延伸を本市の交通事業として実施することは事実

上不可能であると考える。市長の所見

0 0 1 1

2

22

2 4

44

4 5

55

5 11

1111

11

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

１⇒他都市の調査に基づく問題提起

２①②③④⇒事前に調べて質問する必要がある

３⇒現場調査に基づく提案
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第６日目（2016.09.20）第６日目（2016.09.20）

第６日目（2016.09.20）

3

33

3 鎌田城行

鎌田城行鎌田城行

鎌田城行

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

地域に愛される猫との共生を目指し，せっかく受けた命を人の手で絶た

ないための飼育支援について

①望まれない命をふやさないための地域猫の避妊去勢施術の促進につい

て

（避妊去勢支援の一層の充実と，地域の理解，協力が不可欠）

②望まれず生まれた命であっても，地域で責任を持って育てる地域猫活

動について

（目の開かない状態で親猫から離すことは遺棄につながり，虐待に通ず

るとの認識を地域で共有させることで，殺処分しない環境を整えていく

べき。時には，警察など関係機関と綿密に連携し，犯罪防止に注力する

ことなど急務）

③ミルクボランティアの募集と育成について

（市民の力をかりて，大事な命を一匹でも多く助けていくことが望まれ

る。広くミルクボランティアを募集し，育成していくべき）

④活動を経済的に支えるためのふるさと寄附の活用について

（二十七番目のふるさと納税のテーマとして，兵庫県と同様に，地域猫

支援を掲げて施策推進を図ってはどうか）

2 2 2 6

2

自転車の安全対策について

①自転車専用レーンを自転車が安全に走るために，ドライバーに制限速

度の遵守を強く求めることについて

（自転車レーンに明記されているようなサイン，それ以上の安全励行の

サインを車道の路面上に表記していくこともあってしかるべき。例え

ば，速度を守りましょうとか，ラインを守りましょうといった表示の必

要性について。所見）

②取り締まりの強化と専用レーンの拡充について

（自転車レーンを仙台のまちに根づかせるには，県警の協力を得て，

ルールを守らない自転車利用者を徹底して取り締まることがあってしか

るべき。所見。歩行者の安全確保のために，市内の自転車専用レーンの

拡充が待たれている。今後の具体の計画）

③自転車保険の加入促進について

（安全なまち仙台のために，自転車保険の加入を強く促すことが急がれ

る。所見）

2 2 2 6

3

自転車とともに急がれる歩行者の安全策について

①お年寄りも障がい者も安心して渡れるだけの横断歩道の青信号の時間

確保について

（この際，駅周辺の交差点などをつぶさに点検し，県警に対して，お年

寄りや障がいを持つ方に配慮した，歩行者優先の信号機作動時間の整備

を求めていくべき。所見）

②幾ら押してもなかなか変わらない押しボタン式信号機の解消について

（地域懇談会などの場を利用して市民の声を聞き，県警に対して改善を

迫るべき）

2 0 2 4

6

66

6 4

44

4 6

66

6 16

1616

16

いずれも現場調査，他都市の調査に基づき，具体的改善案を伴った質問

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】
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4
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4 庄司俊充

庄司俊充庄司俊充

庄司俊充

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

台風に伴う大規模な風水害とその被害について

①仙台市から出される情報が，もっと確実性を持って住民に呼びかけら

れるような，抜本的な解決策が必要ではないか。それには，河川の危機

回避のための原因の除去に向けての努力が大事。しっかりと川幅等が確

保できるような河川の改修が必要

②県と話し合いをしていただき，氾濫する危険を回避するために，当然

河川の改修，例えば護岸の整備や川幅が極端に狭くなっている箇所の拡

幅，また土砂のしゅんせつなどの改修を進めていくことが，七北田川の

上流域の水位の上昇を抑えることになる。当局の所見

1 0 1 2

2

ごみ減量のリサイクルとバイオマス発電について

①本市における事業ごみ処理手数料の金額や処理費用に対する割合はど

の程度になっているか。他都市と比較するとどのような状況にあるのか

②今後の事業ごみの手数料の水準をどのように考えているのか。見直し

の方向性

③市内の食品関連事業者，あるいは市内の学校給食から排出される生ご

みをリサイクル発電に回すことによって，ごみの減量と温室効果ガスの

排出削減につながる。事業ごみの手数料のあり方を検討していくのであ

れば，食品廃棄物の利活用につながるような視点も持ち合わせながら考

えるべき。当局の所見

④ごみ減量の目標を達成するためには，市民，事業者，市の連携による

三者が一体化した施策の推進が大事。事業ごみの手数料見直しについて

も，処理費用の負担のあり方に加え，ごみをいかに減量していくかとい

う面からも，事業者の方々にしっかりと説明を行い，御理解をいただく

ことが肝要。所見

2 0 1 3

3

全国的に，あるいは海外にも普及拡大しているパークゴルフについて

①本市では，今年度，海岸公園パークゴルフ場が，災害復旧により来月

から一部再開を予定している。利用者の方からは，従前の駐車場では不

十分であり，利用者の集客増には，駐車場の増設や利便性の向上のため

のクラブハウス内への飲食スペースの設置など，単にプレーを楽しむだ

けでなく，利用者相互の交流が図れる施設の充実を望む声がある。今後

の海岸公園パークゴルフ場の機能拡充についての所見

②本市には，まだ大会ができるパークゴルフ場がない。一日でも早く核

となる施設とともに，各区への身近なパークゴルフ場の整備を望んでい

ることについて，当局の考え

1 1 2 4

4

スポーツを活用した交流人口の拡大について

（東京でのオリンピックの開催を控え，大会開催時は当然として，開催

までの四年間の間にも，日本に興味をお持ちになった世界の皆様に対し

て，仙台及び東北の魅力を，スポーツ，文化を初めとするさまざまな取

り組みの中で発信していくことが重要。本市としてどのような取り組み

を進めていくつもりか）

0 0 0 0

5

スポーツツーリズムについて

（本市のプロスポーツや施設の利活用を通じて地元の観光資源をつな

げ，交流人口の拡大をしていくことについて積極的に取り組みを図るべ

き）

0 0 0 0

6

東北連携の取り組みについて

①これまで六回開催された東北六魂祭についての評価

②現在，次年度に向け，見直しを含めてどのような検討がなされている

のか

③東北六市の枠組みを大事にし，観光ルートを構築する等の連携を活用

した取り組みを，今後もさらに継続，拡充していくべき。当局の所見

0 0 0 0



7

農作物の被害防止とイノシシ対策

①今後もできることは，ワイヤーメッシュ柵や電気柵の設置などの防護

対策，さらにはイノシシを捕まえるための箱わな，くくりわなの設置，

捕獲に必要となる狩猟免許の取得への支援などによる捕獲対策に加え，

個体数減に向けて地元狩猟者をふやしていくことも肝要。追い上げ，防

護だけでは，抜本的解決にはならない。これらの両面からの被害防止対

策を進めていかなければならない

②これらを促進するためには支援が必要。現在，市が行っている支援策

はどのようになっているのか

③対策が始まって間もない（根白石地区のような）地域ぐるみの活動も

含めて，市として，今後，イノシシによる被害防止に向けての所見

④本市の農業，特に西部，中山間地域における農業振興対策に向けた所

見

2 0 2 4

6

66

6 1

11

1 6

66

6 13

1313

13

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

２①，７②⇒

事前に調べて質問する必要がある

２④，４，５，６③⇒

提案に具体性が乏しい

７⇒

現場調査に基づき具体的改善案を伴った質問
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5 髙橋次男

髙橋次男髙橋次男

髙橋次男

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

名取川堤防の質的整備について

（国は，今年六月，名取川水系及び広瀬川洪水浸水想定区域図を公表。

一級河川名取川の堤防決壊による被害は，どこの部分が破壊しても重大

な事故を引き起こすことは，本市のハザードマップも示すとおり。名取

川において，堤防の質的整備がなされている箇所は皆無。特に，右岸に

おいては，広瀬川との合流地点と頭首工下流の蛇行地点から柳生上河原

付近は，大雨洪水時には流れの負荷が大きくかかる危険な地点。質的な

整備が急がれる。市民の生活を守り，生命を守り，暮らしの安寧のため

に，本市は国土交通省東北地方整備局と連携を密にして，危険箇所に対

し断面確保等，質的整備を行っていくよう，しっかりと要望すべき。市

長の所見）

2 0 2 4

2

博物館の資料収集について

①これまで館に寄せられた寄託，寄贈，借用の件数と点数について

②この制度がこれからも運用されていく以上，借用，寄託，寄贈につい

ての統一した制度，要項を制定し，いつでも誰でも間違いなく対応でき

るようにすべき。当局の所見

2 0 2 4

3

市民図書館について

①本市は，学都仙台，学びの都。創意工夫をし，九時までといかずと

も，九時十五分，九時三十分には開館できるように努力すべき

②朝九時から十時に開館されることにより，年間の時間差は，合計，単

純計算で三百時間。約一カ月図書館を閉館したことに相当する。大きな

サービスの減少。当局の所見

③メディアテークは九時オープン。メディアテークのオープンと本命の

図書館の十時開館のタイムラグを当局はどのようにお考えか

④開館時間も含めた市民図書館の運営についてアンケート調査を行い，

より愛され親しまれる市民図書館のありようについて模索，検討すべ

き。当局の所見

2 2 3 7

6

66

6 2

22

2 7

77

7 15

1515

15

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】

いずれも現場調査を踏まえた質問。

３⇒

他都市との詳細な比較を踏まえた質問。
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6 野田譲

野田譲野田譲

野田譲

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

仙台市橋梁長寿命化修繕計画について

①仙台市橋梁長寿命化修繕計画で対象となっている橋梁の数

②これらの橋梁の老朽化の状況

③橋梁の老朽化の状況把握は，どのような頻度で，どのようになされて

いるのか

④健全度の把握のための点検はこれまで何回なされてきたのか

⑤早期に措置を講ずべき判定区分IIIの橋梁が市内にあったのかどうか

⑥橋梁長寿命化修繕計画に基づく修繕工事の実施状況

⑦これまでにどのような効果があらわれているのか

⑧市民にとって最重要のライフライン。長期的な視点で，市民の安全・

安心につながる橋梁の維持に取り組んでいただきた。当局の見解

0 0 0 0

2

道路の長寿命化，具体的には舗装やトンネルについて

①（長寿命化修繕計画についての）仙台市としての方針や年次的な見通

し

②橋梁の場合と比べて，道路について特に特徴的な事柄，注意すべき

点，あるいは課題

0 0 0 0

3

道路の長寿命化に関連して，道路への新技術の導入について

①道路の側溝について，ふたをするタイプではないものが，他都市にお

いて先進的な取り組みがなされ，本市でも一部導入されている。ふたの

ないタイプであれば，車両の出入り時にがたつきが出て，地震や豪雨の

際にはふたが外れるなど，危険な状況になりかねない問題をクリアでき

る。全市域で更新時に導入すべき

②新技術の提案に対する表彰制度や道路等の新技術の情報登録制度など

もある。これらの活用も含めて，仙台市の技術職員の資質の向上，知識

の習得に関する取り組みについて，当局の見解

1 0 1 2

4

都市計画道路の見直しに伴い，既に取得している用地の利活用について

①都市計画道路の見直しの結果，廃止路線となった道路用地のうち，先

行取得を行っていた用地の総面積。その内訳として，用地面積，所在箇

所の分布

②平成二十七年四月時点後の新たな活用実績。検討中とか，活用に向け

て準備段階に入っているものがあれば示されたい

③やむを得ない方向性になった経緯を説明した上で，今後どのように対

応していくのか，仙台市が市民にしっかりとした形で公表していくこと

は，必然の説明責任。当局の見解

0 0 0 0



5

人口減少時代における仙台市のいわゆるダム効果と北海道新幹線の活用

について

①せんだいＭＩＮＩＮＧ　ＲＥＰＯＲＴとはどのようなもので，どのよ

うな意図で発行しているものなのか。今後も第四号以降を発行する予定

があるのか

②第二号では，大学，大学院を通じて高度な知識を身につけた若者が，

就職先がマッチングしないなどの理由で首都圏に流出することが現状の

課題であると指摘していることについて当局の見解

③北海道道南の高校生，大学生をターゲットにし，進学，就職先として

の仙台市を積極的かつ戦略的に売り込んで，若者を呼び込む努力をすべ

き

④学都仙台に集まった若者たちが就職を機に仙台市を離れ，首都圏に流

出してしまうという課題を解決するために，仙台市に基盤を置いている

企業，仙台市に進出を予定している企業，仙台市にポテンシャルを秘め

ている企業などについて，さらに誘致し，起業の促進策を講じるなど，

東北，北海道から若者を呼び込む就職先の受け皿づくりに力を入れるべ

き。このことについて当局の見解

1 0 1 2

6

イクスカの相互利用の実績と今後の方向性について

①相互利用開始後のイクスカの販売実績の推移。Ｓｕｉｃａで地下鉄，

バスを利用した人の乗車実績の推移

②イクスカを活用した今後の営業展開について，どのような方針，戦略

を描いているのか

0 0 0 0

7

ラグビーワールドカップについて

①過去の同僚議員の質問に対し，市長は，同じ東北の被災地である釜石

市と連携をして，協力すると答弁されているが，今まで，開催地の釜石

市や岩手県から具体の協力要請があったかどうか

②全世界から選手や観客が釜石市に集まるということは，その多くの方

が仙台市を経由する。単に通過するのをそのまま見過ごすことはできな

い。仙台市，宮城県，東北の魅力を発信することが重要。文化観光局

が，総力を挙げて取り組むことが必要。当局の見解

③ラグビー国際チームのキャンプ地誘致について（ユアテックスタジア

ム以外の仙台市内のグラウンドでは練習できないのか，宮城県や競技団

体と相談したのか，さまざまな疑問を持つ。仙台市の誘致に対する市長

の考え）

0 0 0 0

2
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22
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44

4

１①②③④⑤⑥⑦，２①②，４①，５①，６①⇒

事前に調べて質問する必要がある。事前調査，現場調査が不足している

１⑧，４③，５④，７②⇒

提案に具体性が欠けている

【コメント】

【コメント】【コメント】

【コメント】
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7 西澤啓文

西澤啓文西澤啓文

西澤啓文

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

ひとり暮らし高齢者及び障がいの子を持つ高齢者への取り組みについて

①京都市では，高齢化が進むにつれて増加するひとり暮らしの高齢者を

地域と行政の協働により支援するため，地域において，その高齢者と顔

なじみの方にサポーターとして目配りをお願いする取り組みを行ってい

る。札幌市では，心身に不安のあるひとり暮らしの高齢者や重度の身体

障がい者が，自宅で安心して暮らせるよう支援することを目的として，

あんしんコール事業を実施している。両市の取り組みは，地域の方の参

加のあり方や二十四時間の対応を可能にするなど，高齢者の見守りにお

いて大変有効な施策。当局の考え

②少子高齢化により社会環境が大きく変化していく中，障がいのある子

と高齢者が同居しているケースなどで，高齢者が倒れたときに子が一人

となってしまい，本人の生活費の保証や住まいの場の確保，本人の相

続，財産管理等の権利が侵害されないようにするための措置，親にかわ

る支援者がいない場合の対応等について，横浜市のアシスタントシステ

ムなども参考に，同居家族の高齢化の問題解決に積極的に取り組むこと

が必要。いかがか

③現状では，見守り活動や配食など，高齢者や障がい者などの生活を支

える上で，ＮＰＯやボランティア団体の活動が不可欠。高齢者やその関

係者が，気軽にこうした団体のサービスを利用するためには，団体がど

こでどのような活動をしているのかという情報を簡単に入手できること

が前提。そのための環境整備を行うことが必要

④今後ますます少子高齢化が進展する中で，これらの方々が住みなれた

地域で継続して安定した生活が送れるような支援体制づくりに向け，本

市は今後どのように取り組んでいかれるおつもりなのか

⑤二十四時間安心できるという環境を整備することによって初めて重層

的な取り組みが効果的になる（追加）

1 2 2 5

2

訪問販売対策について

①消防局においては，平成十六年六月の消防法の改正による住宅用火災

報知器の設置義務化に伴い，普及促進を目的とした説明会を平成十九年

から町内会を対象に行い，あわせて共同購入を促進した。この取り組み

により，千百八十五町内会のうち，希望のあった九百十九町内会に対し

説明会を開催するとともに，六百六十町内会で共同購入が行われた。こ

ういった取り組みは，副次的に訪問販売のトラブルの抑制につながる。

本市における訪問販売被害防止について，これまでどのような取り組み

を行ってこられたのか

②訪問販売の被害防止対策について，野洲市の例も参考にしつつ，さら

に一歩踏み込んだ取り組みを求める。当局は今後どのように取り組んで

いかれるおつもりか

1 2 2 5

3

仙台市交通指導隊に関連して

①仙台市交通指導隊の果たしている役割についての当局の認識

②隊員数の減少が課題。当局は，この問題に対して，現状をどのように

捉えておられるのか，これまでどのような取り組みを行ってこられたの

か

③本市でも，盛岡市のように定年を七十歳に引き上げ，七十四歳までそ

れを延長できるようにすることは，六十五歳の年金受給年齢までお勤め

などをされていた方，特に元気な方々が多い団塊の世代の皆さんが，こ

れからでも交通指導隊に入隊可能となることで，最長で九年近く交通安

全の担い手として協力していただけるようになる。そのために条例を改

正することは，現在の隊員の御要望に応えるとともに，隊員数の確保の

ためにも有用。当局のお考え

1 2 2 5

3
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いずれも他都市の事例を詳しく調査し，本市と比較した質問
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8 渡辺博

渡辺博渡辺博

渡辺博

NO.

NO.NO.

NO. 質問

質問質問

質問

①事前・

①事前・①事前・

①事前・

現場調査

現場調査現場調査

現場調査

(0～4点)

(0～4点)(0～4点)

(0～4点)

②他都市

②他都市②他都市

②他都市

との比較

との比較との比較

との比較

(0～2点)

(0～2点)(0～2点)

(0～2点)

③改善案

③改善案③改善案

③改善案

(0～3点)

(0～3点)(0～3点)

(0～3点)

合計

合計合計

合計

1

都市計画道路の建設推進加速について

①昨年度の都市計画道路の進捗状況と評価

②仙台市は，平成二十五年度都市計画道路の大幅な見直しをした。来三

年経過している現在，整備率はわずか一・六ポイントのアップ，進捗状

況は芳しくない。どのように分析をしておられるのか

③都市計画道路の建設とともに，生活道路の改良も行われる予定であっ

た。都市計画道路の見直しによって，生活道路の改善がなくなってしま

う地域が心配。対策はいかになっているのか

④仙台市における都市計画道路の今後の整備見通し

⑤都市計画道路の見直しにより，新たに決定した整備優先度の高い区

間，郡山折立線，宮沢根白石線等五路線は，依然として厳しい建築制限

がされている。当該地権者にとっても，借家，借地など関係者にとって

も負担であり，不安な状態が続いている。いかがお考えか

⑥都市計画道路の見直しにより，早期着工，一日も早い完成に期待をし

ている当該地権者に対する，特に配慮した取り組みが求められる。今後

の取り組みに対する考え

1 0 1 2

2

屋外広告物関連について

①屋外広告物に関して，現在どのような認識をお持ちか。平成２７年２

月札幌市で屋外広告物の管理不全により，市民の生命にかかわる被害を

及ぼす事故が起こった。

②安全対策に国も重大な関心を持って動き始め，関係団体も自主的な取

り組みを始めたと聞いている。仙台市としては，これら一連の動きをど

のように把握して対応しておられるのか。屋外広告物の安全管理につい

て，現在どのような体制で取り組んでおられるのか。。昨年の取り組み

はいかがであったか

③国，県，仙台市，関係業界団体間の連携は極めて重要。問題意識の共

有と連携に関して，どのような認識で取り組んでこられたのか。

④今後は，主体性を持って積極的に取り組むことが必要。認識と今後の

取り組み

0 0 0 0

3

国民健康保険に関して

①昨年度の仙台市民の健康保持に関しての認識と取り組み

②保険制度の維持は，重要な市長の責務。市長はどのような取り組みを

してこられているのか

③国民健康保険は，被保険者の年齢，職業，収入などにより，独自の課

題を抱えて運営されている。今日どのような課題認識で運営に取り組ま

れているのか

④運営に当たって，社会的弱者と言われる方々についての配慮は，特に

意を用いるべき。どのような認識で取り組んでこられたのか，あわせて

本市独自の取り組み

⑤保険制度は，病気にならぬよう予防に力を入れることも大切。本市に

おいては，保険者としてどのような取り組みを行っているのか

⑥年齢階層別の特定健診の受診率を見ると，四十歳代から五十歳代の働

き盛りの年代の受診率の低さが目立つ。仙台市が実施している特定健診

の受診率の低さと，さらに再診率の低さなどに課題があるように思う。

認識と取り組み

⑦国民健康保険制度の都道府県化に対する準備が進められている。仙台

としての対応と進捗状況

⑧運営審議会のあり方についていかがお考えか

⑨今後，県が主体になって運営される国民健康保険制度において，納付

と給付の関係で仙台市民が不利益をこうむらぬよう，特段の配慮が必

要。いかが認識か。取り組み

0 0 0 0



4

安心・安全に関して（交通安全について）

①交通安全の確保に関して，仙台市の昨年度の取り組み

②自転車の無謀とも言える走行状況，自身の安全確保を人任せにしてい

るとしか思えない歩行者の交通規制違反の実態を見ると，取り組みはま

だまだ緒についた状況。認識と取り組み

③公安委員会の理解を得て，注意喚起のための交通標識の整備も進んで

きているがまだまだ需要に応えられていない。問題は，十分な予算の確

保ができていないところにある。宮城県に対する働きかけと協議が必

要。現在の取り組み

④交通安全の注意喚起については，本市独自にできる取り組みもある。

現在の取り組みはいかがなっているのか

⑤通学路における注意喚起カラー舗装化など，随時適切に対応するなど

力を入れるべき。いかがお考えか

⑥仙台市が現在計画的に実施しているスケアードストレイトとの取り組

みは，極めて有効。どのように評価しているのか。学校などで，児童生

徒向けにくまなく実施することは，事故防止に有効。今後の取り組み

⑦自転車事故防止に対する啓発は，今まさに力を入れるべき施策

⑧自転車事故については，事故後の対処に関して行政が取り組み始めて

いる例が見られるようになった。保険加入の義務が一つの流れになって

きている。引き続き，本市が行っている啓発パンフレットを用いた加入

促進の努力を継続することはもちろん，加入義務化も含めた条例化も視

野に入れた，一層の市民の安全確保策を考えるべき時期に来ているので

はないか。市長の認識と今後の取り組み

1 0 1 2

5

防犯の安全・安心について

①当局の防犯体制に対する認識。仙台市が今日抱える課題認識と昨年度

の取り組み

②防犯カメラの整備，一斉メール等の活用についての現在までの取り組

み

③市民周知という点で現在どのような取り組みになっているのか

0 0 0 0

6

仙台市の都市のかたちをどうするかについて

①仙台市の将来の都市像という仙台市の将来を決めるこの問題が，市民

の知らぬところで進められているというそしりに，どう対応できるの

か。方向性を，議会はもとより，市民，団体，企業等に対して広く知ら

しめ，議論していかなければならない。いかがお考えか

②特別自治市について県との十分な意見交換，そして協議の場も必要。

③連携中枢都市圏という仕組みについて，本市が考える特別自治市構想

とは別に検討すべきではないか。認識と今後の取組み

④連携中枢都市圏制度を含めた近隣自治体の連携について，本市の連携

のありようを考えるとき，いかが取り組んでいくお考えか。将来の仙台

市の都市の形をいかにすべきか，市民挙げて考えるべき時期が既に来て

いると思うが，市長の考え

1 1 2 4

3
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２②③，３⑦，４①③④，５①②③⇒

事前に調べて質問する必要がある

２④，３①②③④⑤⑥⑧⑨，４①②⑦⇒

質問の狙いが不明。現在の問題点を（調査に基づいて）浮き彫りにし，具体的な改善案を提示する必要がある


